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1
呉
其
貞
『
書
画
記
』
を
中
心
に
一

井

上

充

幸

【
要
約
】
　
藤
壷
清
初
の
江
南
に
お
い
て
、
書
画
骨
董
の
蒐
集
と
鑑
賞
は
中
国
史
上
空
前
の
活
況
を
呈
し
、
同
時
に
芸
術
作
品
の
商
業
化
が
進
展
し
た
。
本

稿
は
、
呉
其
貞
『
書
画
記
瞼
の
記
述
に
即
し
て
、
当
時
の
書
画
骨
董
の
流
通
を
担
っ
た
徽
州
商
人
の
活
動
を
明
ら
か
に
し
、
あ
わ
せ
て
中
国
の
芸
術
市
場

の
動
向
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
明
末
の
越
州
は
、
書
画
骨
董
取
引
の
一
大
中
心
地
で
あ
っ
た
。
呉
其
貞
と
そ
の
～
族
を
は
じ
め
と
す
る
上
州
商
人
た
ち
は
、

同
姓
の
～
族
同
士
の
、
あ
る
い
は
取
引
を
委
託
さ
れ
た
使
用
人
た
ち
同
士
の
結
び
つ
き
を
そ
の
活
動
の
基
盤
と
し
て
、
江
南
｝
帯
を
股
に
か
け
て
組
織
的

に
書
画
骨
董
の
売
買
に
勤
し
ん
だ
。
清
の
時
代
以
降
、
呉
其
貞
は
江
南
各
地
の
主
要
都
市
を
巡
り
、
在
地
の
コ
レ
ク
タ
ー
や
介
入
た
ち
と
幅
広
く
交
遊
す

る
中
で
、
一
流
の
目
利
き
・
指
南
役
と
し
て
遇
さ
れ
た
。
こ
の
頃
、
専
門
技
能
を
持
つ
商
人
・
職
人
た
ち
の
申
に
は
、
文
人
た
ち
と
対
等
の
関
係
を
取
り

結
ぶ
者
も
現
れ
、
彼
ら
の
地
位
は
以
前
に
比
べ
て
向
上
し
た
。
し
か
し
一
方
で
、
北
京
が
書
画
骨
董
の
蒐
集
・
鑑
賞
活
動
の
中
心
地
と
し
て
再
浮
上
し
始

め
、
江
南
の
優
位
性
が
相
対
的
に
低
下
す
る
こ
と
に
よ
り
、
商
人
た
ち
の
活
動
は
一
旦
終
息
に
向
か
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
七
巻
四
号
　
二
〇
〇
四
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

中
国
に
お
け
る
書
画
骨
董
の
蒐
集
と
鑑
賞
は
、

現
象
と
も
い
え
る
こ
の
ブ
ー
ム
を
担
っ
た
の
は
、

｝
六
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
、
空
前
の
大
流
行
を
見
る
こ
と
と
な
る
。
一
種
の
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

主
に
城
市
の
住
民
、
す
な
わ
ち
「
市
民
」
た
ち
で
あ
る
。
伝
統
的
な
文
化
の
担
い
手
た
る
士
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②

大
央
・
文
人
は
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
社
会
と
文
化
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
生
員
や
山
人
な
ど
の
下
層
知
識
人
、
折
か
ら
の
好
景
気
に
伴
い
急
速
に

経
済
力
と
廿
里
的
地
位
を
身
に
つ
け
た
富
裕
な
商
人
、
こ
う
し
た
様
々
な
階
層
の
人
々
が
こ
ぞ
っ
て
書
画
骨
董
に
熱
中
し
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
量
と
質
を
競
い
合
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
中
国
史
上
か
つ
て
な
い
状
況
を
背
景
に
、
書
画
骨
董
に
対
す
る
需
要
は
急
増
し
、
や
が
て
市

場
が
形
成
さ
れ
始
め
る
。
と
り
わ
け
、
流
行
の
中
心
地
で
あ
っ
た
蘇
州
を
は
じ
め
と
す
る
江
南
デ
ル
タ
地
帯
の
各
都
市
に
お
い
て
は
、
投
機
的

な
売
買
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
大
量
の
書
画
骨
董
が
市
場
に
流
通
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
本
来
、
士
大
夫
・
文
人
の
独
壇
場
で
あ
っ
た
は
ず
の
「
文
房
清
玩
趣
味
」
が
、
書
画
骨
董
の
「
商
業
化
」
に
伴
い
否
応
な
く
変
質
し
て
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

た
様
に
つ
い
て
、
筆
者
は
さ
き
に
、
嘉
興
在
住
の
文
人
、
李
日
華
が
書
き
残
し
た
『
味
水
軒
日
記
』
を
取
り
上
げ
て
論
じ
た
。
書
画
骨
董
に
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ら
ず
、
明
代
の
文
化
全
般
に
お
け
る
江
南
優
位
の
状
況
に
つ
い
て
、
歴
史
学
の
立
場
か
ら
明
快
な
図
式
を
提
示
し
た
の
が
宮
崎
市
定
で
あ
る
。

こ
れ
は
後
に
中
砂
明
徳
に
よ
っ
て
更
に
敷
街
さ
れ
、
と
り
わ
け
第
一
章
「
趣
味
の
市
場
」
で
は
、
南
宋
か
ら
元
、
そ
し
て
明
末
に
至
る
間
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

江
南
が
中
国
美
術
全
般
に
わ
た
る
主
導
的
地
位
を
獲
得
し
て
い
く
過
程
が
、
董
其
昌
を
軸
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
重
要
な
の
は
、
在
野

で
の
書
画
骨
董
ブ
ー
ム
が
、
商
業
化
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
、
明
快
に
提
示
し
た
点
に
あ
る
。
ま
た
近
年
、
書
画
骨
董
の
「
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

業
化
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
関
し
て
、
注
目
す
べ
き
論
考
が
こ
の
ほ
か
に
も
次
々
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
時
代
、
江
南
に
お
け
る
書
画
骨
董
ブ
ー
ム
と
価
格
の
高
騰
に
つ
い
て
、
そ
の
元
凶
と
目
さ
れ
た
の
は
徽
州
商
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
つ
い
て
は
、
王
世
話
と
沈
徳
俵
に
よ
っ
て
批
判
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
、
中
砂
明
徳
に
よ
っ
て
「
蘇
州
で
の
流
行
形
成

↓
江
南
全
体
に
波
及
↓
金
に
な
る
と
踏
ん
だ
新
安
商
人
に
よ
る
流
行
商
品
の
買
い
漁
り
↓
「
耳
食
」
（
耳
学
問
）
の
彼
ら
に
物
の
善
し
悪
し
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

わ
か
ろ
う
は
ず
も
な
く
、
市
場
に
偽
物
が
あ
ふ
れ
か
え
る
、
と
い
う
図
式
」
が
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

　
族
譜
や
契
約
文
書
な
ど
の
史
料
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
徽
商
研
究
に
お
い
て
は
、
書
画
骨
董
の
よ
う
な
奢
修
品
の
取
引
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
に
窺
う
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
一
方
の
美
術
史
方
面
に
お
い
て
も
、
警
士
清
初
の
い
わ
ゆ
る
「
黄
山
派
」
と
呼
ば
れ
る
地
方
画
壇
の

形
成
と
発
展
を
論
述
す
る
際
に
、
副
次
的
に
述
べ
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
徽
州
商
人
と
当
時
の
書
画
骨
董
市
場
と
の
関
わ
り
を
つ
ぶ
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さ
に
見
て
い
く
と
、
単
な
る
成
金
趣
味
・
奢
修
風
潮
と
い
う
理
解
だ
け
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
、
も
っ
と
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
が

判
明
す
る
。

　
で
は
、
当
時
文
人
た
ち
か
ら
し
ば
し
ば
椰
楡
さ
れ
、
あ
ま
り
評
判
の
芳
し
く
な
い
彼
ら
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
知
る
上
で
好
個
の
資
料
と
な
る
の
が
、
明
答
清
初
に
活
躍
し
た
壱
州
の
画
商
、
呉
其
貞
が
著
し
た
書
画
録
、
『
書
画
記
臨

六
巻
で
あ
る
。
商
人
な
ら
で
は
の
視
点
と
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
、
交
際
範
囲
や
情
報
網
の
広
さ
な
ど
と
あ
い
ま
っ
て
、
こ
の
書
物
は
、
同
時

代
の
他
の
書
画
録
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
性
に
満
ち
て
お
り
、
明
窓
清
初
の
江
南
各
地
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
動
向
に
つ
い
て
、
他
の
史
料
か
ら

は
得
が
た
い
情
報
を
数
多
く
含
ん
で
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
『
書
画
記
』
を
も
と
に
呉
音
貞
の
足
跡
を
追
い
、
明
末
清
初
の
商
人
た
ち
が
書
画
骨
董
の
世
界
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割

に
つ
い
て
検
証
し
、
こ
れ
を
通
じ
て
当
時
の
芸
術
市
場
の
大
き
な
動
向
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
①
宮
崎
法
子
「
明
代
の
絵
画
」
（
『
世
界
美
術
大
全
集
㎞
東
洋
編
第
八
巻
「
明
」
、
　
　
術
月
刊
㎞
一
九
九
九
年
第
四
期
）
、
楊
新
「
明
人
図
絵
的
好
古
之
風
与
古
物
市
場
」

　
　
小
学
館
、
一
九
九
九
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
糊
文
物
』
一
九
九
七
年
第
四
期
）
、
増
田
知
之
「
明
代
に
お
け
る
法
帖
の
刊
行
と

②
金
文
長
門
中
国
近
世
に
お
け
る
知
識
人
の
性
格
－
明
代
の
山
人
を
手
が
か
り

　
と
し
て
…
」
（
『
中
国
史
学
』
第
七
巻
、
一
九
九
七
年
）

③
井
上
充
幸
「
明
末
の
文
人
李
日
華
の
趣
味
生
活
－
欄
味
水
馬
日
記
㎞
を
中
心

　
に
一
」
（
『
東
洋
史
研
究
融
雪
五
九
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
〇
年
）

④
宮
崎
市
定
「
明
代
豊
松
地
方
の
士
大
夫
と
民
衆
」
（
畷
宮
崎
市
定
全
集
』
一
三

　
「
明
清
」
、
岩
波
書
店
、
　
九
九
二
年
）

⑤
中
砂
明
徳
『
江
南
－
中
国
文
雅
の
源
流
1
』
（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
ニ
五

　
〇
、
二
〇
〇
二
年
）

⑥
霊
な
も
の
と
し
て
は
、
沈
振
輝
「
明
代
民
間
収
蔵
品
市
場
和
蔵
品
買
取
」
（
明
学

　
蘇
州
文
氏
～
族
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
第
六
二
巻
第
～
号
、
二
〇
〇
三
年
）
、
澤
田

　
雅
弘
「
潤
例
の
発
生
と
展
開
－
明
・
清
に
お
け
る
文
人
売
芸
家
の
自
立
1
」

　
（
『
書
学
説
道
史
研
究
」
第
七
号
、
　
～
九
九
七
年
）
、
Ω
繊
α
q
Ω
爵
p
9
ζ
鳴
下

　
幡
§
婁
§
軌
婁
、
§
鷺
識
ミ
Ω
ミ
ミ
馬
葛
野
畑
浄
潔
ミ
恥
ミ
妹
誠
§
穿
、
◎
§
§
ミ
Q
一
㌣

　
ミ
”
℃
o
一
一
蔓
℃
誘
ω
。
。
し
8
ご
↓
陣
旨
曾
ξ
b
d
8
0
r
§
穐
G
◎
養
帖
§
日
面
聖
君
ミ
Q
、

　
O
o
§
ミ
ミ
聴
§
賊
O
ミ
ミ
謎
註
藁
轟
○
ぎ
§
¢
早
く
Φ
邑
蔓
。
｛
0
9
豪
。
諺
宣
℃
嵩
ω
ρ

　
一
り
Φ
Φ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑦
王
世
貞
開
触
不
触
録
』
・
沈
徳
符
囲
万
暦
野
獲
編
』
巻
二
六
「
玩
具
」
時
玩

⑧
前
掲
註
⑤
中
砂
明
徳
著
書
六
二
頁

36 （456）
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第
一
章
呉
其
貞
『
書
画
記
』
に
つ
い
て

　
呉
其
貞
に
関
す
る
伝
記
史
料
は
少
な
く
、
管
見
の
限
り
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
巻
首
の
「
提
要
」
及
び
『
書
画
記
』
に
断
片
的
に
記
さ
れ

た
内
容
が
ほ
と
ん
ど
全
て
と
い
っ
て
よ
い
。
以
下
、
『
書
画
記
嚇
の
各
種
影
印
本
・
排
印
本
に
附
さ
れ
た
解
題
を
援
用
し
つ
つ
、
呉
其
貞
と
彼

の
著
書
『
書
画
記
』
に
つ
い
て
略
述
す
る
。

　
呉
其
貞
は
、
字
は
公
一
、
徽
州
の
人
で
あ
る
。
元
の
黄
公
望
《
富
春
山
居
図
》
残
巻
（
一
名
《
剰
山
図
》
）
に
附
さ
れ
た
王
事
賓
の
蹟
語
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

れ
ば
、
寄
谷
と
号
し
た
と
い
う
。
生
年
は
万
暦
三
四
年
（
一
六
〇
六
）
、
正
確
な
没
年
は
不
明
だ
が
、
『
書
画
記
』
の
記
述
は
康
煕
一
六
年
（
｝

六
七
七
）
～
二
月
六
日
、
当
年
七
一
歳
の
時
点
で
終
わ
っ
て
お
り
（
巻
六
「
凶
器
翰
虚
心
図
版
画
一
小
幅
」
。
以
下
、
本
文
中
で
の
『
書
画
記
撫
の
引
用

は
、
巻
数
と
作
晶
名
の
み
を
示
す
）
、
お
そ
ら
く
こ
の
数
年
後
に
没
し
た
と
思
わ
れ
る
。
明
末
紫
初
の
動
乱
の
時
代
に
あ
っ
て
、
当
時
と
し
て
は
か

な
り
の
長
寿
を
全
う
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
こ
の
長
い
生
涯
に
亘
り
「
華
甲
に
留
心
し
、
常
に
蘇
州
及
び
鰐
革
に
遊
び
、
牧
藏
家
と
思
い

往
淫
し
、
多
く
書
書
あ
墨
蹟
及
び
生
寝
自
ら
購
う
所
の
者
を
観
、
各
お
の
品
題
を
加
え
、
随
手
筍
録
し
、
所
見
の
年
月
を
注
明
す
る
こ
と
、
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

十
絵
歳
の
久
し
き
を
歴
、
因
り
て
哀
輯
し
て
成
編
を
爲
」
り
、
こ
う
し
て
残
さ
れ
た
の
が
『
書
画
記
』
六
巻
で
あ
る
。

　
『
書
画
記
』
の
来
歴
と
記
述
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
郡
彦
の
「
本
書
説
明
」
に
よ
っ
て
お
お
む
ね
尽
く
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
そ
こ
で
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
事
柄
を
中
心
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
く
簡
単
に
記
す
に
と
ど
め
る
。

　
ま
ず
、
著
録
さ
れ
る
作
晶
が
、
全
て
元
の
時
代
以
前
の
書
画
で
あ
り
、
明
代
以
降
の
も
の
は
い
つ
さ
い
排
除
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
商
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

柄
、
彼
は
多
く
の
明
人
の
作
品
に
接
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
彼
自
身
の
書
画
作
品
に
対
す
る
価
値
観
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

書
画
以
外
の
「
古
玩
」
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
明
代
の
作
品
（
陶
磁
器
な
ど
）
に
触
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
『
書
画
記
』
は
「
前
人
の
題
蹟
に
於
い
て
は
原
文
を
録
さ
ず
、
『
珊
瑚
網
』
・
『
調
書
彙
考
』
諸
書
と
営
繕
を
梢
や
異
に
す
」
る
こ
と
も
重
要

な
特
徴
で
あ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
注
阿
玉
『
珊
瑚
網
』
・
す
永
誉
『
書
画
彙
考
』
は
、
い
ず
れ
も
『
書
画
記
』
の
前
後
に
著
さ
れ
た
重
要
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な
書
画
録
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
記
述
の
大
部
分
は
前
人
の
記
し
た
題
賊
の
全
文
が
占
め
て
お
り
、
考
証
研
究
に
は
有
用
で
あ
っ
て
も
、
編
著

者
自
ら
が
そ
の
作
品
に
つ
い
て
ど
う
評
価
し
た
か
（
作
品
の
善
し
悪
し
や
真
贋
の
判
定
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
判
断
停
止
し
て
し
ま
う
馬
背
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
一
方
、
「
其
の
二
選
は
甚
だ
博
く
、
行
款
の
位
置
・
方
幅
の
大
小
・
印
記
・
紙
絹
・
装
横
・
巻
軸
に
於
い
て
、
皆
な
＝
備

列
し
、
其
の
眞
贋
を
呑
下
す
れ
ば
、
硬
論
も
亦
た
多
く
確
切
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
呉
其
貞
の
態
度
は
、
ペ
ダ
ン
ト
リ
ー
に
堕
す
る
こ
と
な

く
極
め
て
直
裁
明
瞭
で
あ
り
、
自
ら
の
鑑
賞
経
験
に
対
す
る
自
信
の
ほ
ど
が
伺
え
る
。
こ
の
『
書
画
記
』
は
、
博
引
金
上
の
大
作
で
あ
る
張
丑

の
『
真
蹟
日
録
』
と
比
較
し
て
、
そ
の
認
述
上
の
特
徴
は
正
反
対
で
あ
る
が
、
鑑
賞
の
的
確
さ
に
お
い
て
は
甲
乙
つ
け
が
た
い
内
容
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
康
煕
か
ら
乾
隆
に
か
け
て
は
、
こ
の
外
に
も
注
目
す
べ
き
書
画
録
が
二
点
、
相
次
い
で
登
場
し
て
い
る
。
一
つ
は
直
島
『
大
観
録
』
二
〇
巻

で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
安
岐
『
墨
縁
彙
観
』
六
巻
で
あ
る
。
呉
升
は
、
字
は
子
房
、
蘇
州
の
書
画
骨
董
商
人
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
人
物
。
『
書

画
記
』
の
中
に
も
そ
の
名
が
現
れ
る
が
（
巻
六
「
僧
梵
隆
高
僧
図
紙
書
一
巻
」
）
、
そ
の
生
平
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
安
岐
は
、
字
は
儀
周
、

麓
村
・
松
泉
老
人
と
号
し
た
。
彼
は
朝
鮮
の
出
身
で
、
も
と
も
と
納
蘭
成
徳
の
家
奴
で
あ
っ
た
が
、
融
業
で
築
き
上
げ
た
巨
万
の
富
を
元
手
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

古
玩
を
蒐
集
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
呉
其
貞
・
呉
升
・
安
岐
は
い
ず
れ
も
商
人
で
あ
り
な
が
ら
、
王
時
敏
・
孫
承
沢
・
梁
清
標
・
宋
攣
ら
清
代
前
半
期
を
代
表
す
る
賞
唐
音
に
重

ん
ぜ
ら
れ
、
互
い
の
蒐
集
に
協
力
し
合
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
同
時
代
の
他
の
書
画
録
の
欠
を
補
う
に
足
る
、
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
優
れ
た
内
容
の

書
画
録
を
書
き
残
し
た
（
余
紹
宋
響
画
型
録
解
題
』
巻
六
「
著
録
」
四
「
竪
賞
」
）
。
こ
れ
は
中
国
の
書
画
の
歴
史
に
お
い
て
、
全
く
の
異
例
に
属

す
る
事
態
で
あ
る
。
本
来
、
士
大
夫
た
ち
か
ら
は
低
く
見
ら
れ
て
い
た
は
ず
の
存
在
で
あ
っ
た
彼
ら
が
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
こ
れ
ほ
ど
の
こ
と

を
な
し
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
呉
其
貞
の
記
述
を
も
と
に
詳
し
く
検
証
し
て
い
こ
う
。

①
王
廷
賓
に
つ
い
て
は
第
五
章
第
二
節
を
見
よ
。
現
在
、
漸
江
雀
博
物
館
に
所
蔵

　
さ
れ
る
こ
の
《
富
春
山
居
図
》
は
、
火
災
で
両
断
さ
れ
た
掻
巻
の
前
半
部
分
に
当

た
り
、
一
無
期
難
路
貞
が
入
手
し
て
秘
蔵
、
《
剰
山
図
》
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
も

彼
に
よ
る
（
『
書
画
記
』
巻
三
「
黄
大
痴
富
春
山
壁
紙
画
一
大
巻
」
）
。
後
半
部
分
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は
、
現
在
台
湾
の
故
宮
博
物
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

②
㎎
書
画
記
』
巻
五
「
趙
松
雪
古
木
竹
石
図
絹
画
一
幅
」
に
は
門
時
に
丙
午
六
月

置
二
日
、
余
の
六
十
の
初
度
な
り
」
と
あ
り
、
こ
の
丙
午
は
康
煕
五
年
（
一
六
六

　
六
）
の
こ
と
。

③
噸
欽
定
雲
雨
全
書
』
子
部
八
芸
術
類
書
画
之
属
『
書
画
記
』
提
要
。
以
下
の
引

　
用
文
に
つ
い
て
も
同
じ
。

④
現
在
『
書
画
記
』
の
原
本
は
存
在
せ
ず
、
北
京
の
故
宮
博
物
院
所
蔵
の
『
四
庫

　
全
誉
』
所
収
本
が
、
通
行
の
諸
本
の
底
本
と
な
っ
て
い
る
。
乾
隆
年
間
に
『
害
画

　
記
㎞
は
四
庫
館
に
献
呈
さ
れ
、
一
旦
は
子
部
八
芸
術
類
書
画
重
訂
に
収
め
ら
れ
た

　
も
の
の
、
後
に
「
語
が
違
磯
に
渉
る
」
た
め
禁
書
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た

　
め
、
清
逸
以
降
に
叢
日
激
職
㎞
を
目
に
し
た
者
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
か
の
余
紹
宋

　
で
さ
え
も
遡
書
画
墨
痕
解
題
㎞
に
お
い
て
「
未
見
類
扁
に
分
類
せ
ざ
る
を
得
な
か

　
つ
た
。
幸
い
に
も
、
北
京
の
故
宮
博
物
院
所
蔵
の
『
四
庫
全
書
』
に
は
噌
書
画

　
記
』
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
も
と
に
、
上
下
二
冊
の
影
印
本
が
、
収
録
作
品

　
の
目
録
と
文
字
の
校
訂
表
を
附
し
て
、
一
九
六
三
年
四
月
に
上
海
入
民
美
術
出
版

　
社
よ
り
出
版
さ
れ
、
広
く
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
じ
も
の
は
、
『
続

第
二
章
　
明
末
の
呉
其
貞
と
そ
の
一
族

　
修
四
庫
全
書
㎞
子
部
芸
術
類
第
一
〇
六
六
冊
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
上
海
古
籍

　
出
版
社
、
～
九
九
五
年
）
。
～
方
、
排
印
本
は
明
中
国
番
画
全
轡
勧
第
八
冊
（
上

　
海
書
画
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
に
収
め
ら
れ
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
に
は
、
郡
彦

　
に
よ
る
校
点
本
が
、
遼
寧
教
育
出
版
社
よ
り
『
新
世
紀
万
有
文
庫
臨
第
四
輯
「
伝

　
統
文
化
書
系
扁
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
記
述
お
よ
び
原
文
の

　
引
用
は
、
原
則
と
し
て
㎎
四
庫
全
書
』
本
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
と
す
る
。

⑤
㎎
書
画
記
』
巻
五
「
音
訳
永
正
長
生
図
絹
画
一
輻
」
に
見
る
門
時
人
」
の
画
に

　
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
や
、
薄
書
上
記
臨
主
語
「
趙
善
長
秋
水
野
冊
図
小
紙
画
一
編
」

　
に
記
さ
れ
た
蘇
州
の
薬
声
瑠
の
嗜
好
に
対
す
る
評
価
な
ど
を
参
照
。

⑥
以
上
の
安
岐
に
関
す
る
情
報
は
端
方
の
序
文
に
よ
る
。
後
に
三
徳
輝
は
こ
の
説

　
に
対
し
て
反
駁
を
加
え
て
い
る
が
、
い
ず
れ
が
事
実
か
は
定
か
で
は
な
い
。
劉
尚

　
恒
は
、
安
岐
に
関
す
る
伝
記
史
料
を
綜
合
し
て
、
彼
を
納
臨
成
徳
の
巨
僕
、
安
図

　
の
子
の
「
安
七
」
で
あ
り
、
旗
籍
に
入
っ
た
朝
鮮
人
、
と
し
て
い
る
。
劉
尚
恒

　
「
安
凝
立
事
　
鷹
考
扁
（
噸
天
津
師
大
学
報
』
一
九
九
一
年
第
四
期
）
の
コ
　
関

　
干
安
麓
村
的
身
世
」
を
参
照
。

　
　
『
書
画
記
』
の
記
述
は
、
そ
の
内
容
か
ら
見
て
、
巻
一
・
巻
二
の
前
半
部
分
と
二
三
以
降
の
後
半
部
分
と
に
大
別
さ
れ
、
前
半
部
分
に
は
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
崇
禎
八
年
（
一
六
三
五
）
前
後
か
ら
、
年
号
を
記
さ
な
い
乙
酉
（
清
の
順
治
二
年
・
一
六
四
六
）
九
月
朔
日
ま
で
の
記
事
が
収
め
ら
れ
る
。
こ
こ

か
ら
は
ま
ず
、
彼
の
前
半
生
の
事
跡
を
追
っ
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。
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第
一
節
商
山
の
呉
氏
に
つ
い
て

　
呉
其
貞
が
郷
里
に
お
い
て
本
格
的
に
書
画
の
鑑
賞
と
取
引
に
携
わ
り
、
日
々
の
鑑
賞
記
録
を
意
識
的
に
取
り
始
め
た
の
は
、
お
そ
ら
く
二
十

代
後
半
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
恰
春
堂
と
名
付
け
た
書
斎
を
構
え
（
巻
…
「
黄
大
療
隠
江
画
風
図
紙
画
一
幅
」
）
、
自
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
蓄
え
始

め
る
が
、
こ
こ
に
は
自
身
の
一
族
を
は
じ
め
、
濠
州
の
「
巨
姓
大
族
」
に
つ
ら
な
る
地
元
の
名
士
や
コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
、
彼
ら
が
所
蔵
す
る
書

画
骨
董
の
販
売
・
蒐
集
を
委
託
さ
れ
た
使
用
人
た
ち
、
江
南
の
各
地
か
ら
徽
州
に
や
っ
て
く
る
商
人
た
ち
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
人
物
が
訪
れ

た
。
ま
た
、
呉
其
貞
の
ほ
う
か
ら
彼
ら
の
も
と
に
出
向
く
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
呉
其
事
に
と
っ
て
明
の
最
末
期
の
約
一
〇
年
間
は
、

賞
竪
家
と
し
て
の
研
鐵
を
積
む
た
め
の
修
行
期
間
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
「
商
山
の
呉
氏
」
は
、
徽
州
の
大
族
で
あ
る
呉
氏
の
分
派
の
～
つ
で
、
徽
州
府
の
休
寧
県
営
山
を
本
拠
に
、
そ
こ
か
ら
獄
県
に
至
る
各
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

居
住
し
て
い
た
。
呉
其
貞
は
そ
の
一
員
で
あ
る
。
最
早
県
出
身
者
に
は
典
異
業
を
営
む
者
が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
青
山
の
呉
氏
の
「
本

業
」
に
つ
い
て
は
、
『
書
画
記
』
の
記
述
か
ら
は
不
明
だ
が
、
呉
其
貞
の
族
人
の
多
く
が
書
画
骨
董
の
蒐
集
と
取
引
に
従
事
し
て
い
た
背
景
に

は
、
白
州
で
の
書
画
骨
董
ブ
ー
ム
の
他
に
、
鞘
当
業
に
よ
っ
て
日
常
的
に
古
物
の
取
り
扱
い
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
も
、
そ
の
要
因
の
一
つ
と

し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
『
書
画
記
』
巻
一
は
、
彼
の
父
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
記
事
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
誰
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
字
は
豹
誰
、
「
篤
く

古
玩
・
皇
霊
を
好
み
、
性
は
真
蹟
を
嗜
む
。
尤
も
扇
頭
に
お
い
て
甚
だ
し
く
、
千
綿
主
人
と
號
す
る
も
、
然
れ
ど
も
千
に
止
ま
ら
ざ
る
な
り
」

と
い
う
書
画
骨
董
の
愛
好
家
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
父
を
は
じ
め
、
呉
其
貞
の
一
族
の
中
に
は
、
布
衣
た
る
と
官
位
を
有
す
る
者
た
る
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

問
わ
ず
、
風
雅
な
趣
味
を
嗜
む
者
が
数
多
く
存
在
し
て
い
た
。
実
は
彼
の
族
人
の
う
ち
、
書
画
骨
董
の
売
買
を
仕
事
と
し
て
い
る
こ
と
が
は
っ

き
り
記
さ
れ
て
い
る
人
物
は
「
質
入
の
心
陽
」
呉
下
斉
だ
け
で
あ
る
。
彼
は
「
骨
董
を
業
と
す
る
を
以
て
時
に
引
せ
ら
れ
」
た
人
物
で
あ
っ
た

が
（
巻
一
「
唐
希
雅
秋
葵
図
壁
画
一
幅
」
）
、
も
ち
ろ
ん
彼
が
例
外
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
ほ
か
呉
其
癖
の
一
族
に
は
面
白
い
人
物
が
幾
人
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も
登
場
す
る
の
だ
が
、

て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

そ
れ
に
つ
い
て
は
全
て
別
稿
に
譲
り
、

こ
こ
で
は
後
の
呉
其
貞
の
活
動
に
深
く
か
か
わ
る
人
々
に
つ
い
て
の
み
紹
介
し

第
二
節
　
上
海
・
嘉
興
在
住
の
族
人
た
ち

徽州商人と明宋清初の芸術市場（井上）

　
「
性
は
温
雅
に
し
て
、
載
量
は
騰
を
過
ぎ
、
詩
僻
を
善
く
し
、
尤
も
五
言
に
長
」
じ
、
「
宋
拓
の
字
帖
は
家
藏
甚
だ
多
く
、
一
白
定
大
士
瓶

有
り
て
希
世
の
玉
葱
と
爲
す
」
書
画
骨
董
コ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
っ
た
「
平
々
兄
」
呉
手
遠
は
、
「
暑
中
の
李
九
疑
」
す
な
わ
ち
李
日
華
と
親
交

を
結
ん
だ
（
巻
～
「
銭
舜
挙
石
勒
参
禅
図
小
紙
画
一
巻
」
）
。
李
日
華
は
彼
と
の
交
流
を
記
し
こ
う
評
し
て
い
る
。

　
　
獄
友
の
黙
黙
徴
、
余
の
郡
の
北
郭
門
外
に
寓
す
。
市
聲
淘
淘
た
り
。
伯
徴
　
一
室
に
哉
饗
し
、
評
論
・
薫
櫨
・
法
書
・
名
鑑
、
其
の
耽
味
を
恣
に
し
、
蒲

　
　
然
と
し
て
毒
中
に
在
ら
ざ
る
が
如
き
な
り
。
一
奇
蹟
を
得
る
毎
に
、
親
ち
馳
せ
る
こ
と
一
璽
に
し
て
余
の
評
庚
を
取
る
。
余
年
謹
書
豊
中
に
お
い
て
頗

　
　
る
進
長
ず
る
有
り
、
伯
徴
の
助
け
を
得
る
こ
と
多
し
と
爲
す
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
呉
明
遠
は
李
日
華
の
居
宅
の
す
ぐ
近
く
に
寓
居
を
構
え
、
こ
こ
を
拠
点
と
し
て
書
画
骨
董
を
集
め
、
李
日
華
と
の
交
遊
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

通
じ
、
相
互
に
鑑
賞
経
験
を
積
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
亭
主
兄
」
呉
懐
賢
も
商
山
の
呉
氏
に
連
な
る
一
人
で
あ
り
、
「
人
と
爲
り
孝
弟
を
以
て
自
ら
持
し
、
博
古
を
好
み
、
尤
も
書
書
子
を
嗜
む
」

彼
は
、
嘉
興
に
寓
居
を
か
ま
え
、
こ
こ
に
「
海
内
の
名
物
」
と
称
さ
れ
る
書
画
骨
董
の
名
園
の
数
々
を
蓄
え
た
（
巻
一
「
扇
骨
小
画
図
冊
子
計
＋

六
頁
」
）
。
と
こ
ろ
が
、
天
啓
年
間
に
魏
忠
賢
に
対
す
る
激
越
な
批
判
を
行
っ
た
彼
は
、
同
郷
の
注
文
言
の
徒
党
と
し
て
逮
捕
・
投
獄
さ
れ
、
身

に
完
膚
無
き
ま
で
に
拷
問
を
加
え
ら
れ
獄
死
、
妻
の
程
氏
も
シ
ョ
ッ
ク
の
あ
ま
り
死
ん
で
し
ま
う
。
籍
没
を
免
れ
た
家
産
に
顔
真
卿
の
《
劉
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

手
帖
》
が
あ
り
、
こ
の
作
品
は
蚕
筐
の
中
に
秘
匿
さ
れ
た
た
め
《
蚕
琵
琶
》
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
後
に
息
子
の
道
昂
は
上
奏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

し
て
父
の
罪
を
晴
ら
し
、
徽
州
を
た
び
た
び
訪
れ
た
陳
職
業
に
墓
誌
銘
の
撰
文
を
依
頼
、
名
誉
回
復
を
図
っ
て
い
る
。
後
に
試
論
貞
も
自
ら
嘉

興
に
赴
き
、
李
日
華
の
息
子
の
李
肇
亨
（
巻
三
「
黄
大
痴
渓
山
風
雨
同
紙
画
一
巻
」
）
、
孫
の
無
二
枝
の
も
と
を
訪
ね
て
い
る
が
（
巻
六
「
梁
仁
王
右

41 （461）



軍
題
扇
図
紙
画
一
小
巻
」
）
、
そ
の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
～
族
同
士
の
つ
な
が
り
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
と
は
別
に
、
徽
州
以
外
の
地
に
拠
点
を
置
い
て
い
た
者
の
中
に
「
灘
永
伯
」
呉
元
維
が
い
た
。
信
仰
貞
は
、
彼
の
息
子
で
あ
る
仲
堅
兄

に
所
蔵
の
書
画
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
際
に
、

　
　
　
伯
は
別
業
を
有
ち
、
上
海
に
在
り
て
、
古
玩
を
嗜
む
。
…
（
中
略
）
…
顧
氏
の
刻
す
る
新
の
『
印
藪
』
併
び
に
秦
・
漢
の
銅
・
玉
の
圖
章
は
、
悉
く
得
る

　
　
　
所
と
治
り
、
復
た
数
を
増
す
こ
と
百
方
、
集
め
て
一
書
を
爲
り
、
共
に
八
巻
、
顔
に
『
皇
統
臨
と
番
う
。
王
百
穀
（
血
忌
）
之
が
序
を
漁
り
、
羅
王
常

　
　
　
（
不
詳
）
の
刻
す
る
所
な
り
（
巻
一
「
三
朝
宝
絵
図
冊
子
四
本
計
～
百
冊
」
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
記
し
、
呉
元
維
が
印
章
を
蒐
集
し
て
印
譜
を
刊
行
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。
彼
が
上
海
に
お
い
て
好
事
家
た
ち
と
盛
ん
に
交
遊
し
て
い
た
様
子

が
窺
え
る
。

　
挙
挙
に
入
る
と
、
呉
其
貞
と
そ
の
族
人
た
ち
は
、
杭
州
・
蘇
州
・
嘉
興
に
そ
れ
ぞ
れ
寓
居
を
構
え
、
明
末
と
同
様
に
、
当
地
の
コ
レ
ク
タ
ー

や
商
人
た
ち
と
密
接
な
関
係
を
取
り
結
ぶ
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
互
い
の
も
と
を
活
発
に
往
来
し
、
一
族
同
士
で
書
画
骨
董
の
取
引
を
行
う
拠

点
と
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
四
童
・
第
一
節
に
お
い
て
述
べ
る
。

①
年
月
日
の
注
記
の
初
出
は
崇
禎
八
年
（
一
六
三
五
）
春
二
月
三
日
、
呉
其
貞
は

　
こ
の
と
き
数
え
で
二
十
九
歳
で
あ
る
（
畷
轡
画
記
』
巻
一
「
張
萱
士
女
鼓
琴
図
絹

　
画
一
巻
扁
）
。

②
　
茶
山
は
上
山
と
も
記
さ
れ
、
聖
駕
県
城
の
南
四
〇
里
に
位
麗
す
る
。
思
為
の
呉

　
氏
は
、
唐
の
侍
御
少
微
公
を
始
祖
と
仰
ぎ
、
明
代
に
至
る
ま
で
数
々
の
名
士
を
輩

　
出
し
た
と
さ
れ
る
（
注
孟
没
・
戴
廷
明
豊
撰
魍
新
安
名
族
志
田
前
巻
）
。
徽
州
の

　
呉
氏
に
つ
い
て
の
需
要
に
は
、
平
冠
増
「
徽
州
商
人
の
興
起
と
親
族
組
織
－
獄

　
県
呉
氏
｝
族
の
事
例
分
析
一
」
（
『
比
較
都
市
史
研
究
隔
第
一
〇
巻
二
号
、
一
九

　
九
一
年
）
が
あ
る
。

③
許
承
尭
魍
獄
事
理
輝
』
巻
一
八
所
引
『
款
風
俗
礼
備
考
』

④
『
単
二
記
』
巻
一
「
元
人
無
名
氏
野
草
図
紙
衝
一
小
幅
」
。
現
時
点
で
は
、
こ

　
の
一
族
の
族
譜
史
料
を
検
出
し
得
て
い
な
い
た
め
、
以
下
に
挙
げ
る
人
々
の
系
譜

　
上
の
関
係
は
、
残
念
な
が
ら
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
な
お
、
清
代
の
徽
州
の
地
方
志

　
に
は
、
『
轡
画
記
㎞
に
は
見
え
な
い
、
商
山
の
一
族
と
出
身
・
豊
行
を
同
じ
く
す

　
る
呉
姓
の
人
物
が
多
数
登
場
し
、
科
挙
や
損
納
に
よ
り
官
位
を
手
に
し
た
者
が
多

　
く
存
在
し
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

⑤
呉
楽
貞
の
　
族
中
に
は
、
琴
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
「
中
元
兄
」
明
震

　
（
『
書
画
記
』
巻
一
「
宋
人
小
画
図
冊
一
本
計
十
二
張
」
）
、
内
府
由
来
の
「
度
金

　
の
鳥
豊
門
仏
」
蒐
集
家
で
あ
っ
た
「
師
利
雪
」
血
気
（
同
書
同
巻
「
馬
和
之
幽
風

　
図
紙
画
一
巻
十
則
」
）
、
呉
其
貞
と
作
品
を
奪
い
合
い
絶
交
し
て
し
ま
っ
た
「
去
非

　
姪
」
聞
礼
な
ど
（
同
書
巻
二
「
三
朝
翰
墨
一
本
計
十
余
則
」
）
、
一
癖
あ
り
げ
な
人

　
物
が
大
勢
い
た
。
と
り
わ
け
陶
磁
器
模
造
の
名
手
の
「
茂
真
如
」
民
・
印
章
の
模
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刻
が
趣
味
の
「
龍
媒
姪
」
家
駒
に
つ
い
て
は
、
明
末
清
初
の
贋
作
商
売
を
め
ぐ
る

　
問
題
に
関
連
し
て
、
呉
其
貞
の
先
躍
の
王
越
石
を
論
じ
る
中
で
取
り
上
げ
る
。

⑥
李
日
華
㎎
六
五
斎
筆
記
隔
巻
一
。
ち
な
み
に
李
日
華
の
㎎
紫
桃
軒
又
綴
』
巻
二

　
に
は
、
開
壇
の
春
波
里
に
寄
寓
し
た
門
門
友
の
呉
秋
林
」
な
る
人
物
の
こ
と
が
記

　
さ
れ
る
。
彼
は
、
書
法
は
元
の
趙
孟
頬
に
、
画
法
は
明
の
周
臣
に
そ
れ
ぞ
れ
範
を

　
取
り
、
二
戸
の
描
写
に
秀
で
て
い
た
が
、
五
十
歳
に
至
ら
ぬ
う
ち
に
世
を
去
っ
た

　
と
い
う
。
呉
其
貞
も
躍
紫
桃
軒
駈
の
諸
国
に
多
く
其
の
事
を
下
す
」
と
述
べ
て
い

　
る
こ
と
か
ら
、
「
秋
林
」
は
呉
明
遠
の
別
号
で
あ
り
、
両
者
は
同
一
人
物
で
あ
っ

　
た
可
能
性
が
高
い
。
姜
紹
書
噸
無
声
詩
史
』
巻
六
に
も
同
内
容
の
評
伝
を
載
せ
る

　
が
、
譲
は
不
明
で
あ
る
。
呉
其
貞
の
い
う
「
宋
拓
の
掌
帖
」
に
つ
い
て
も
李
日
華

　
は
、
燈
明
還
が
宋
拓
の
《
贈
江
帖
》
を
所
有
し
て
お
り
、
そ
れ
が
彼
の
第
七
子
の

　
清
臣
に
受
け
継
が
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
（
李
日
華
『
六
研
斎
画
筆
』
巻
二
）
。

⑦
欄
露
店
記
』
巻
一
「
顔
魯
公
是
中
使
帖
」
。
後
年
呉
其
貞
は
、
蘇
州
を
訪
問
し

　
た
際
に
再
び
こ
の
作
品
に
出
会
う
が
、
文
面
明
・
董
其
昌
ら
と
並
ん
で
記
さ
れ
て

　
い
た
呉
懐
賢
の
題
蹟
は
、
既
に
取
り
去
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
。

⑧
陳
継
儒
『
陳
眉
公
先
生
全
集
』
巻
四
三
「
特
区
工
部
主
事
翼
明
記
公
伝
」
。
呉

　
道
易
も
科
挙
受
験
の
傍
ら
「
古
玩
」
に
熱
中
し
、
父
の
家
産
が
籍
没
さ
れ
た
後
に

　
も
、
な
お
肯
堂
な
る
書
斎
に
数
多
く
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
有
し
、
呉
其
貞
も
頻
繁

　
に
彼
の
も
と
を
出
入
り
し
て
い
る
（
噸
書
画
爆
睡
巻
一
門
黄
笙
古
木
幽
禽
図
画
一

　
幅
」
）
。

⑨
『
印
藪
』
と
は
、
「
玉
印
一
百
六
十
有
音
、
銅
印
　
千
六
百
有
音
」
を
所
有
し

　
て
い
た
上
海
の
顧
従
徳
が
、
隆
慶
年
問
に
出
版
し
た
印
譜
で
あ
る
（
門
四
庫
全
轡

　
総
目
』
巻
＝
四
）
。
『
王
統
㎞
巻
一
の
巻
宋
に
は
「
新
都
聖
運
樹
滋
堂
繍
梓
」
と

　
あ
り
、
お
そ
ら
く
垂
目
維
の
別
業
の
名
で
あ
ろ
う
（
『
天
禄
琳
瑛
擦
目
』
巻
八
）
。

第
三
章
　
徽
州
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
書
画
骨
董
売
買

徽州商人と明末清初の芸術市場（井上）

　
『
書
画
記
』
の
記
述
か
ら
は
、
明
末
の
徽
州
に
お
け
る
書
画
骨
董
の
蒐
集
と
取
引
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、

い
事
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
そ
う
し
た
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
つ
つ
論
じ
て
い
こ
う
。

第
【
節
　
明
宋
徽
州
の
書
薦
骨
董
ブ
ー
ム

興
味
深

　
呉
其
貞
の
親
し
い
友
人
の
一
人
、
注
三
益
な
る
人
物
は
、
崇
禎
一
二
年
（
エ
ハ
一
二
九
）
四
月
一
四
日
に
渓
南
の
黒
氏
の
収
蔵
品
を
鑑
賞
し
た

際
、
明
代
後
半
期
以
降
の
徽
州
に
お
け
る
書
画
骨
董
の
蒐
集
状
況
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
呉
氏
の
蓋
物
は
、
十
を
散
じ
て
六
を
有
て
る
の
み
。
昔
を
憶
う
に
、
我
が
徽
の
盛
ん
な
る
こ
と
、
休
・
獄
の
二
縣
に
如
く
は
歩
く
、
而
し
て
雅
俗
の
分
も
、

　
　
　
古
玩
の
有
無
に
在
り
。
故
に
重
篤
を
惜
し
ま
ず
し
て
響
い
て
而
し
て
牧
志
す
。
時
に
四
方
の
玩
を
貨
る
者
は
風
を
聞
き
て
奔
り
て
至
り
、
外
に
行
商
す
る
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者
も
捜
通
し
て
而
し
て
蹄
り
、
此
れ
に
因
り
て
得
る
所
は
甚
だ
多
し
。
其
の
風
は
始
め
注
司
馬
兄
弟
に
開
か
れ
、
漢
南
の
三
春
・
叢
睦
坊
の
算
氏
に
行
わ

　
　
れ
、
之
れ
を
縫
ぐ
は
余
の
郷
の
商
山
の
低
廉
・
休
邑
の
朱
氏
・
居
安
の
重
氏
・
楡
村
の
露
命
、
得
る
所
は
皆
な
海
内
の
名
器
な
り
。
今
日
に
至
り
て
漸
次

　
　
散
去
し
、
其
の
得
失
を
計
る
も
百
年
に
満
た
ず
。
見
る
幽
し
、
物
に
聚
散
有
る
は
理
の
必
ず
然
ら
し
む
る
所
な
る
を
（
設
立
「
黄
山
谷
行
草
残
鋏
詩
一

　
　
巻
」
）
。

　
徽
州
府
下
の
休
寧
・
激
の
二
県
に
お
け
る
書
画
骨
董
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
の
は
、
注
三
益
の
認
識
に
も
示
さ
れ
て

い
る
と
お
り
、
江
司
馬
兄
弟
、
す
な
わ
ち
「
注
氏
二
仲
」
と
称
さ
れ
た
注
道
昆
・
道
会
で
あ
っ
た
。
彼
ら
と
、
二
世
貞
を
は
じ
め
と
す
る
蘇
州

の
文
人
た
ち
と
の
密
接
な
関
係
の
も
と
、
徽
州
に
お
け
る
書
画
骨
董
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
本
格
化
し
、
こ
の
流
行
の
本
家
本
元
で
あ
る
蘇
州
に
追

い
つ
き
は
じ
め
る
。
同
時
代
の
徽
州
人
、
窟
景
鳳
が
著
し
た
『
画
図
玄
覧
編
』
に
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
伝
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
数
多
く
記
さ

　
　
　
①

れ
て
い
る
。

　
や
が
て
、
右
に
列
挙
さ
れ
た
徽
州
の
「
巨
姓
大
族
」
た
ち
は
こ
の
動
向
に
感
化
さ
れ
、
一
族
を
挙
げ
て
蒐
集
に
狂
奔
す
る
よ
う
に
な
る
。
か

れ
ら
は
い
ず
れ
も
塩
の
取
引
を
は
じ
め
と
す
る
商
業
資
本
の
蓄
積
に
よ
っ
て
財
を
な
し
、
あ
り
あ
ま
る
経
済
力
に
も
の
を
い
わ
せ
て
膨
大
な
量

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
き
に
商
山
の
呉
氏
の
事
例
に
も
見
た
と
お
り
、
中
国
各
地
の
主
要
都
市
に
商
業
網
を

展
開
し
て
い
た
彼
ら
は
、
商
取
引
に
赴
く
傍
ら
当
地
の
書
画
骨
董
を
精
力
的
に
購
入
し
た
。
こ
う
し
た
需
要
の
増
加
に
伴
い
、
平
角
は
書
画
骨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

董
取
引
の
一
代
中
心
地
と
な
り
、
各
地
か
ら
も
商
人
が
雲
集
す
る
。

　
徽
州
に
お
け
る
書
画
骨
董
の
商
取
引
の
様
子
に
つ
い
て
呉
其
貞
は
、

　
　
余
の
郷
、
八
・
九
月
に
、
四
方
の
古
玩
は
、
露
な
龍
宮
寺
の
申
に
お
い
て
集
零
せ
ら
る
（
巻
二
「
息
子
固
鎚
皇
図
紙
画
一
巻
」
）
。

と
、
龍
宮
寺
に
お
け
る
骨
董
市
の
こ
と
を
伝
え
る
。
こ
の
寺
は
、
休
寧
県
の
城
賢
聖
〇
黒
の
藍
田
村
口
に
あ
る
古
刹
で
、
唐
の
天
祐
二
年
（
九

〇
五
）
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
（
程
敏
政
『
篁
激
文
集
』
巻
一
九
「
重
言
龍
宮
寺
記
」
）
。
画
工
貞
の
時
代
に
は
「
秋
月
に
は
百
物
葦
醸
し
、
交
易
の

勝
地
爲
り
」
と
、
彼
の
地
元
商
山
付
近
一
帯
に
お
け
る
商
取
引
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
た
。
一
時
こ
の
寺
は
廃
れ
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
呉
其
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貞
の
族
人
の
「
象
之
僅
」
呉
甲
先
が
「
金
雲
影
錠
を
輸
し
て
断
れ
を
新
し
く
」
し
た
と
い
う
（
巻
二
「
十
島
墨
竹
図
小
紙
画
一
幅
」
）
。
『
書
画
記
』

に
は
、
休
配
の
王
虎
臣
の
息
子
が
龍
宮
寺
の
骨
董
市
に
黄
公
望
《
贈
別
図
》
を
持
ち
込
ん
だ
、
と
記
録
さ
れ
る
以
外
、
残
念
な
が
ら
骨
董
市
の

具
体
的
な
様
子
に
つ
い
て
あ
ま
り
詳
し
い
描
写
は
無
い
（
巻
二
「
黄
大
藩
贈
別
皿
小
紙
画
｝
幅
」
）
。

　
む
ろ
ん
こ
の
過
程
で
、
「
海
内
の
名
器
」
に
加
え
、
少
な
か
ら
ぬ
数
の
贋
作
が
市
場
に
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
し
て
つ
い
に
は
、
「
古
玩
」
を
ど
れ
ほ
ど
多
く
蒐
集
し
た
か
に
よ
っ
て
そ
の
持
ち
主
（
あ
る
い
は
家
柄
）
の
「
雅
俗
の
分
」
が
決
ま
る
、
と

堂
々
と
述
べ
ら
れ
る
ほ
ど
極
端
な
所
ま
で
行
き
着
い
て
し
ま
っ
た
。
本
来
「
古
玩
」
の
蒐
集
は
、
士
大
夫
の
「
雅
」
な
る
精
神
の
発
露
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

私
的
に
行
う
も
の
だ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
も
は
や
完
全
に
本
末
転
倒
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
書
画

骨
董
は
金
次
第
で
入
手
可
能
な
、
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
誇
示
す
る
た
め
の
道
具
と
化
し
た
。
こ
れ
を
趣
味
の
堕
落
と
捉
え
る
か
否
か

は
別
と
し
て
、
沈
徳
符
が
、
本
来
「
清
玩
の
具
」
で
あ
る
べ
き
書
画
骨
董
を
、
「
新
安
の
耳
食
の
徒
」
が
手
当
た
り
次
第
に
買
い
漁
っ
た
結
果
、

市
場
に
は
贋
作
が
横
行
し
、
価
格
の
騰
貴
に
抽
車
が
か
か
っ
た
、
と
嘆
い
て
見
せ
た
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と

も
あ
れ
こ
の
結
果
、
癬
景
鳳
が
豪
語
し
た
よ
う
に
、
徽
州
の
書
画
骨
董
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
蘇
州
の
そ
れ
と
比
肩
し
う
る
内
実
を
、
質
と
量
の
両

面
に
わ
た
っ
て
備
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
伸
介
業
者
た
ち
の
活
躍

　
一
方
で
、
丁
霊
は
万
暦
年
間
の
い
わ
ゆ
る
「
鉱
税
の
禍
」
な
ど
の
事
件
に
よ
っ
て
、
た
び
た
び
打
撃
を
被
っ
て
き
た
。
中
で
も
、
天
啓
年
間

の
政
局
を
璽
等
し
た
宙
官
の
魏
忠
賢
に
よ
り
、
都
合
三
圓
に
わ
た
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
「
黄
山
の
獄
」
は
、
響
岩
の
巨
姓
大
族
に
大
き
な
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

害
を
も
た
ら
し
、
書
画
骨
董
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
流
出
が
相
次
い
だ
。

　
と
こ
ろ
が
こ
の
事
態
は
、
徽
州
に
お
け
る
書
画
骨
董
の
商
取
引
を
活
発
化
さ
せ
、
以
前
に
も
増
し
て
流
通
を
促
進
さ
せ
る
契
…
機
と
も
な
っ
た
。

か
か
る
取
引
に
関
わ
っ
た
の
は
、
む
ろ
ん
そ
れ
を
所
有
す
る
一
族
の
面
々
で
あ
っ
た
が
、
呉
其
貞
の
記
述
か
ら
は
、
そ
の
家
に
雇
わ
れ
て
い
る
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「
家
人
」
や
、
出
入
り
の
「
門
客
」
と
い
わ
れ
る
人
々
が
、
販
売
・
購
入
を
請
け
負
う
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
、
こ
の
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

　
渓
南
の
呉
氏
は
、
古
く
か
ら
河
州
に
お
け
る
最
有
力
の
名
族
の
～
つ
で
あ
り
、
獄
県
を
中
心
に
、
南
渓
南
・
亭
亭
南
・
宰
嘘
な
ど
多
く
の
支

族
に
分
岐
し
て
い
た
。
事
事
年
間
に
お
い
て
も
、
彼
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
量
と
質
は
、
以
前
に
比
べ
や
や
衰
え
た
と
は
い
え
、
注
三
益
に
よ

っ
て
彼
ら
と
併
せ
称
さ
れ
た
叢
睦
坊
の
算
氏
が
、
「
多
く
の
人
は
皆
な
古
玩
を
尚
び
、
所
牧
の
名
物
は
漢
南
に
亜
ら
ざ
る
も
、
今
旦
に
八
九
を

散
じ
去
る
」
と
い
う
有
様
だ
っ
た
の
に
比
べ
る
と
（
巻
二
「
薩
天
錫
雲
山
用
紙
画
一
巻
」
）
、
ま
だ
ま
だ
他
を
圧
倒
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
当
時
、
密
着
の
追
思
の
う
ち
書
画
骨
董
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
の
は
、
書
画
の
鑑
賞
に
お
い
て
「
目
力
は
呉
氏
の
白
眉
爲

り
」
と
称
さ
れ
た
呉
本
文
（
拳
；
陶
隠
居
雪
賦
一
巻
」
）
、
「
珠
生
、
誰
は
家
鳳
、
乃
ち
互
富
の
竪
賞
、
呉
新
田
の
第
五
子
な
り
。
弟
兄
五
人
の

行
は
皆
な
鳳
字
な
れ
ば
、
故
に
時
人
之
れ
を
呼
び
て
「
壷
草
」
と
平
し
、
皆
な
古
玩
を
好
む
」
と
い
う
五
人
兄
弟
な
ど
が
お
り
（
降
着
「
野
拙

軍
平
安
帖
ゼ
巻
」
）
、
い
ず
れ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
名
品
揃
い
で
あ
っ
た
が
、
圧
巻
は
呉
文
長
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
崇
禎
一
二
年
（
エ
ハ
一
二

九
）
四
月
初
一
〇
日
の
前
後
に
、
呉
其
貞
は
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
閲
覧
す
る
機
会
を
得
た
が
、
そ
れ
は
こ
う
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。

　
　
塾
長
は
、
大
年
の
縫
子
に
し
て
、
余
の
爲
に
蓋
く
讃
二
百
絵
・
手
巻
四
五
十
・
蜜
冊
数
本
を
出
す
。
晶
帯
権
・
注
三
盆
曰
わ
く
、
「
當
に
三
日
を
作
し
て

　
　
観
る
べ
し
」
と
。
余
日
わ
く
、
「
古
人
書
を
看
る
に
、
一
目
に
し
て
三
行
を
下
す
。
今
旦
を
看
る
に
、
豊
に
能
く
｝
目
に
し
て
三
幅
を
下
さ
ざ
ら
ん
耶
。

　
　
但
だ
巻
を
開
く
こ
と
快
け
れ
ば
、
多
き
を
暴
れ
ざ
る
也
」
と
。
是
に
干
い
て
余
と
洞
窟
・
三
盆
と
、
齊
に
開
き
齊
に
捲
く
こ
と
、
風
の
退
寮
を
捲
く
が
如

　
　
く
、
牟
日
に
し
て
看
畢
わ
ん
ぬ
。
美
醜
を
口
述
す
る
こ
と
遺
漏
す
る
所
無
く
、
宋
・
元
の
佳
な
る
者
は
已
に
之
を
短
し
た
り
。
三
人
皆
な
瞠
目
叫
回
す
。

　
　
（
巻
二
「
李
伯
時
白
描
羅
漢
図
紙
画
大
冊
子
一
本
計
十
頁
」
）
。

　
ほ
か
に
も
渓
南
の
呉
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
『
書
画
記
』
に
頻
繁
に
登
場
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
品
々
は
呉
氏
の
「
家
人
」
や
「
門
客
」
な
ど

の
手
を
経
て
呉
楽
貞
の
も
と
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
呉
機
長
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
と
も
に
閲
覧
し
た
呉
可
権
・
注
三

益
の
二
人
も
そ
う
し
た
人
物
で
あ
り
、
こ
の
時
期
呉
其
貞
と
最
も
親
し
く
つ
き
あ
っ
て
い
た
。

　
呉
可
権
は
渓
南
の
人
で
、
五
鳳
、
す
な
わ
ち
呉
新
羅
の
五
人
兄
弟
の
門
客
、
「
人
と
慮
り
は
滑
稽
に
し
て
、
無
学
多
く
、
善
く
人
の
異
音
を
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敷
い
て
、
酷
似
せ
ざ
る
無
く
、
當
今
の
一
語
孟
爲
り
」
と
い
う
風
変
わ
り
な
人
物
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
権
門
の
サ
ロ
ン
に
出
入
り
す
る
幕
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
座
談
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
知
識
と
し
て
、
書
画
骨
董
に
も
通
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
注
三
益
は
、
さ
き
に
徽
州

の
「
古
玩
」
を
め
ぐ
る
状
況
を
述
べ
た
人
物
で
、
南
二
途
主
人
を
名
乗
っ
た
（
巻
二
「
梅
花
道
人
清
渓
勘
鶴
図
絹
画
一
大
幅
」
）
。
彼
も
や
は
り
、

「
漢
南
の
黒
氏
の
門
客
に
し
て
、
凡
そ
古
玩
を
鷺
ぐ
に
皆
な
其
の
手
に
由
り
、
而
し
て
学
説
は
惜
如
た
り
」
と
評
さ
れ
、
渓
南
の
黒
氏
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
販
売
を
一
手
に
請
け
負
い
、
ず
い
ぶ
ん
と
あ
く
ど
い
商
売
も
や
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
巻
一
「
唐
人
廓
十
王
右
軍
器
郎
帖
一
巻
」
）
。

呉
其
貞
の
宋
元
の
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
、
彼
か
ら
買
い
受
け
た
物
が
か
な
り
の
数
に
上
る
。

　
彼
以
外
に
も
、
渓
南
の
呉
氏
を
は
じ
め
と
す
る
上
州
の
コ
レ
ク
タ
ー
の
所
蔵
品
を
入
手
し
た
者
は
多
数
い
た
が
、
頻
出
す
る
の
は
渓
南
の
王

鳳
お
よ
び
そ
の
家
人
た
ち
で
あ
る
。
王
備
な
る
人
物
は
、
そ
の
詳
し
い
事
跡
は
不
明
で
あ
る
が
、
積
極
的
に
伝
世
の
名
品
の
入
手
に
努
め
、
さ

き
に
圧
三
益
が
挙
げ
た
名
族
、
休
寧
の
朱
氏
や
（
二
二
「
張
縦
書
五
星
十
八
宿
真
形
図
絹
画
一
巻
」
）
、
渓
南
の
呉
氏
と
の
間
で
取
引
を
行
っ
た
記
事

が
見
え
て
い
る
。
彼
は
、
《
余
潔
斎
法
帖
》
を
刻
し
た
渓
南
の
呉
廷
旧
蔵
の
名
品
、
顔
真
卿
《
祭
姪
季
明
文
稿
》
の
真
蹟
も
入
手
し
て
お
り
、

そ
の
記
事
の
中
で
呉
其
貞
は
こ
う
伝
え
る
。

　
　
以
上
の
四
巻
、
注
馬
革
・
疑
雲
從
・
呉
國
珍
・
宋
元
仲
の
手
に
拠
る
。
原
は
隠
れ
呉
江
村
（
廷
）
の
物
に
し
て
、
後
に
王
難
毘
仲
に
善
し
、
而
し
て
宋
元

　
　
仲
等
は
王
鳳
の
家
人
に
係
る
也
（
巻
一
「
顔
魯
公
祭
姪
季
明
文
稿
一
巻
」
）
。

　
つ
ま
り
～
旦
豊
浦
ら
が
入
手
し
た
も
の
が
、
さ
ら
に
王
鳳
の
家
人
の
手
に
渡
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
王
鳳
の
家
人
四
人
組
は
、
こ
こ
以
外

に
も
た
び
た
び
『
書
画
記
』
中
に
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
渓
南
の
呉
氏
ら
の
旧
蔵
品
を
、
同
じ
ル
ー
ト
で
入
手
し
て
は
売
り
捌
い

て
い
た
。
呉
其
貞
は
、
彼
ら
の
手
に
よ
り
「
余
の
郷
の
諸
書
書
は
皆
な
替
去
せ
ら
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
拳
；
趙
松
雪
梨
花
自
燕
図
小
紙
画
一

幅
」
）
。

　
彼
ら
は
主
と
し
て
、
三
州
の
蒐
集
家
の
間
に
お
け
る
書
画
骨
董
取
引
の
伸
介
業
者
と
し
て
活
動
し
て
い
た
が
、
一
方
で
、
他
の
江
南
の
諸
都

市
に
拠
点
を
設
け
、
そ
こ
で
商
取
引
に
勤
し
ん
で
い
た
者
も
存
在
し
た
。
そ
の
一
人
が
呉
三
遠
で
あ
る
。
彼
に
つ
い
て
呉
其
貞
は
こ
う
述
べ
る
。
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敏
の
西
漢
南
の
人
に
し
て
、
王
鳳
と
驕
し
て
兄
弟
と
爲
り
、
崇
頑
年
聞
に
閻
門
に
家
す
。
凡
そ
漢
南
の
人
古
玩
を
携
え
て
出
化
す
る
に
、
露
な
能
遠
の
家

　
　
に
寓
す
。
故
に
得
る
所
は
甚
だ
多
く
、
赴
く
呉
下
に
お
い
て
睡
り
、
此
れ
是
の
剰
籐
せ
る
所
の
物
な
る
耳
（
巻
四
「
馬
和
之
設
色
山
荘
図
絹
画
一
巻
」
）
。

　
呉
能
瀬
も
や
は
り
書
画
骨
董
の
取
引
に
携
わ
っ
て
い
た
人
物
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
さ
き
の
王
鳳
と
兄
弟
の
関
係
を
結
ん
で
い
た
彼
の
寓
居

が
、
渓
南
の
人
々
が
「
古
玩
」
の
販
売
を
行
う
際
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。
蘇
州
最
大
の
繁
華
街
の
長
門
附
近
は
ま
た
、
書
画
骨
董

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

取
引
の
一
大
中
心
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
以
上
ま
と
め
る
と
、
明
末
の
徽
州
に
お
け
る
書
画
骨
董
取
引
は
、
商
山
の
算
氏
の
事
例
に
見
た
よ
う
に
、
同
姓
の
一
族
同
士
の
結
び
つ
き
を

基
礎
と
し
て
、
あ
る
い
は
家
人
・
門
客
ら
、
取
引
を
委
託
さ
れ
た
使
用
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
江
南
一
帯
に
百
ぢ
て
組
織
的
・
広
域
的
に
行
わ
れ

た
、
と
結
論
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　
な
お
、
か
か
る
販
売
活
動
の
過
程
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
同
業
者
に
よ
る
「
行
」
と
呼
ば
れ
る
組
合
が
組
織
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

乱
書
画
革
』
か
ら
は
明
ら
か
な
事
例
を
読
み
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
沈
振
輝
は
、
万
暦
年
間
に
徽
州
の
注
姓
の
画
工
が
「
画
聖
」
を
創
設
し

「
画
場
」
と
称
し
た
事
例
や
、
蘇
州
の
「
遺
行
」
は
常
に
「
避
暑
」
と
命
名
さ
れ
、
城
南
の
「
金
福
星
画
常
」
は
盛
ん
な
取
引
を
行
い
、
顧
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

は
蘇
州
以
外
か
ら
も
訪
れ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
呉
其
貞
も
江
不
易
な
る
人
物
に
つ
い
て
、

　
　
不
易
は
居
安
の
人
に
し
て
、
霊
を
能
く
し
、
亦
た
能
く
書
冊
を
藩
論
し
、
「
骨
藪
行
」
中
の
有
数
の
墨
客
り
（
巻
二
「
高
士
孤
影
悲
喜
小
紙
画
　
幅
」
）
。

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
文
中
の
「
骨
董
行
」
が
、
果
た
し
て
沈
振
輝
の
言
う
よ
う
な
「
画
聖
」
と
同
じ
よ
う
な
性
質
の
組
織
で
あ
っ
た
の
か

ど
う
か
定
か
で
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
こ
で
は
、
仇
斗
垣
な
る
人
物
の
評
価
に
お
い
て
「
博
古
に
し
て
目
力
は
骨
董
中
の
導
爆
爲
り
」
と
述
べ

（
巻
一
「
張
樗
寮
楷
書
秋
辞
一
巻
」
）
、
呉
幼
白
な
る
人
物
の
こ
と
を
「
老
骨
董
客
」
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
に
（
巻
～
「
幌
雲
林
改
詩
図
小
紙
画
一
幅
」
）
、

単
に
「
骨
董
の
取
引
を
世
業
と
す
る
者
」
を
指
し
て
い
る
と
見
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

①
一
六
世
紀
中
後
期
に
お
け
る
蘇
州
と
徽
州
と
は
、
あ
た
か
も
車
の
両
輪
の
ご
と

　
く
互
い
に
支
え
合
い
つ
つ
、
江
南
の
書
画
禁
男
ブ
ー
ム
を
牽
引
し
て
い
た
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
は
じ
め
に
」
の
註
⑤
中
砂
明
徳
著
書
五
九
－
六
四
頁

に
、
一
当
図
玄
覧
編
』
な
ど
の
諸
史
料
を
も
と
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
ち
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ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
李
大
空
「
明
清
之
際
賛
助
芸
術
的
徽
州
商
人
」
（
安

　
徽
省
文
営
ず
芸
術
研
究
所
編
欄
論
三
山
軽
挙
派
文
集
㎞
所
収
、
上
海
人
民
美
術
出
版

　
社
、
一
九
八
七
年
）
に
お
い
て
は
、
泉
州
の
巨
姓
大
族
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、
当

　
地
の
絵
画
作
品
や
法
帖
・
墨
譜
の
出
版
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
、
呉
其
貞
の

　
記
述
な
ど
を
援
用
し
つ
つ
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
参
照
さ
れ
た
い
。

②
蘇
州
外
地
の
商
人
に
、
蘇
州
で
「
骨
董
騨
」
を
営
む
陸
二
泉
な
る
人
物
が
登
場

　
す
る
が
（
噸
書
画
記
』
巻
～
「
閣
立
本
鎖
諌
図
絹
画
一
巻
」
）
、
李
日
華
も
崇
禎
元

　
年
（
～
六
二
八
）
二
月
二
九
日
に
、
再
度
の
起
屠
を
受
け
て
嘉
興
か
ら
北
京
に
赴

　
く
途
中
、
「
半
塘
の
陸
山
入
二
野
の
家
に
至
り
」
元
・
明
の
諸
名
家
の
画
作
品
を

　
鑑
賞
し
て
い
る
（
李
立
華
㎎
璽
召
録
暁
）
。

③
井
上
進
「
芸
術
の
背
景
－
明
代
文
化
の
軌
跡
」
（
岬
世
界
美
術
大
全
集
睡
東
洋

　
編
第
八
巻
［
明
」
、
小
学
館
、
一
九
九
九
年
）

④
黄
山
の
獄
に
つ
い
て
は
、
程
演
生
門
天
啓
黄
山
大
獄
記
』
を
参
照
。
奇
禍
に
罹

　
っ
て
落
命
し
た
さ
き
の
呉
懐
賢
こ
そ
、
そ
の
第
二
回
目
の
事
件
の
主
役
で
あ
る
。

　
中
で
も
、
渓
南
の
呉
養
春
・
楡
村
の
程
季
白
ら
を
は
じ
め
、
徽
州
の
コ
レ
ク
タ
…

　
に
鍛
大
の
打
撃
を
与
え
た
第
三
回
目
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
嘉
興
の
圧
阿
玉

　
と
の
関
わ
り
を
通
じ
、
別
稿
に
て
詳
述
す
る
。

⑤
鯛
書
画
記
』
巻
二
「
趙
希
遠
行
書
杜
詩
二
首
為
一
巻
扁
。
こ
の
時
代
に
は
、
声

　
色
で
様
々
な
物
真
似
を
す
る
入
物
が
、
繕
紳
の
宴
席
に
招
か
れ
て
芸
を
披
露
し
て

　
お
り
、
揚
州
の
郭
白
々
父
子
や
北
京
の
某
は
、
屏
風
の
後
ろ
に
姿
を
隠
し
て
、

　
犬
・
猫
・
豚
な
ど
動
物
の
鳴
き
声
か
ら
、
夫
婦
の
睦
雷
、
火
事
場
の
群
衆
が
大
騒

　
ぎ
を
す
る
様
に
至
る
ま
で
、
声
色
を
巧
み
に
使
い
分
け
て
見
事
に
演
じ
た
と
い
う

　
（
林
慧
如
咽
明
代
逸
聞
』
巻
七
「
口
技
」
）
。

⑥
ま
た
、
こ
れ
は
少
し
後
の
事
例
に
な
る
が
、
南
渓
南
の
呉
振
魯
は
門
准
揚
に
商

　
い
、
古
玩
を
好
み
、
所
藏
の
重
器
は
、
楡
村
の
程
氏
・
叢
睦
坊
の
注
意
よ
り
得
る

　
者
多
し
」
と
伝
え
ら
れ
る
（
『
書
画
記
師
巻
四
「
虞
永
興
汝
等
公
主
墓
志
一
巻
」
）
。

　
彼
は
お
そ
ら
く
、
揚
州
に
お
い
て
塩
の
取
引
を
行
う
傍
ら
、
書
画
骨
藪
の
売
買
に

　
も
携
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑦
前
掲
門
は
じ
め
に
」
の
註
⑥
沈
丁
輝
論
文
一
〇
四
頁

徽州商人と明宋清初の芸術市場（井上）

第
四
章
　
清
初
に
お
け
る
呉
其
貞
の
足
跡

　
呉
其
貞
が
凹
書
画
記
』
巻
二
の
末
尾
近
く
に
、
「
以
上
の
五
種
、
忽
忽
に
呉
可
権
の
手
に
観
る
。
時
に
整
鼓
の
地
に
碧
き
に
値
れ
ば
、
何
ぞ

着
果
に
暇
あ
ら
ん
。
時
に
乙
酉
八
月
廿
二
日
」
と
記
す
よ
う
に
（
巻
二
「
侃
雲
林
林
亭
下
畑
図
小
紙
画
一
幅
」
）
、
＝
ハ
四
五
年
以
降
、
清
軍
の
南
下

に
伴
う
兵
乱
に
よ
っ
て
徽
州
一
帯
は
一
時
期
騒
然
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
呉
其
貞
も
商
売
ど
こ
ろ
で
は
な
い
状
態
が
続
い
た
の
で
あ
ろ
う
、

し
ば
ら
く
の
間
地
元
に
留
ま
る
も
の
の
、
そ
の
間
の
記
述
は
や
や
減
少
す
る
。
そ
し
て
順
治
五
年
（
エ
ハ
五
…
）
八
月
か
ら
は
、
た
び
た
び
上

州
を
離
れ
て
江
南
各
地
の
都
市
を
長
期
間
渡
り
歩
き
、
以
後
活
動
の
重
心
は
こ
ち
ら
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
清
潔
に
入
っ
て
か
ら
の
呉
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

貞
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
楊
仁
憧
が
そ
の
概
略
を
記
し
て
い
る
。
以
下
こ
れ
を
援
用
し
つ
つ
、
『
書
画
記
』
巻
三
、
即
ち
頒
治
三
年
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（
＝
ハ
四
六
）
正
月
＝
日
以
降
の
記
述
に
即
し
て
、
彼
が
生
き
生
き
と
活
躍
し
始
め
、

果
た
す
に
至
っ
た
様
を
、
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

第
㎜
節
　
江
南
各
地
の
活
動
拠
点

や
が
て
清
初
の
芸
術
市
場
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

　
『
書
画
記
』
の
記
述
が
終
わ
る
～
六
七
七
年
ま
で
の
約
三
〇
年
間
に
、
呉
其
貞
が
遍
歴
し
た
地
域
は
、
西
は
南
京
、
北
は
揚
州
、
南
は
杭

州
・
紹
興
・
銭
塘
に
及
び
、
そ
の
間
に
点
在
す
る
置
去
・
蘇
州
・
丹
陽
・
常
州
・
金
壇
・
要
事
な
ど
、
揚
子
江
下
流
域
と
大
運
河
南
半
に
沿
っ

た
江
南
の
主
要
都
市
が
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
地
で
彼
が
出
会
っ
た
の
は
、
自
ら
の
一
族
に
連
な
る
人
々
、
同
郷
出
身
あ
る

い
は
在
地
の
書
画
骨
董
商
入
た
ち
、
そ
し
て
無
名
の
コ
レ
ク
タ
ー
か
ら
中
国
の
美
術
史
上
に
著
名
な
賞
国
家
に
至
る
ま
で
、
古
玩
に
携
わ
る
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
人
々
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
ま
ず
呉
酋
長
の
族
人
に
関
わ
る
記
事
か
ら
見
て
い
こ
う
。

　
『
書
画
記
』
扁
螺
以
降
、
三
州
在
住
の
族
人
は
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
く
な
る
。
清
の
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も
、
地
元
の
徽
州
に
は
な
お
数
多

く
の
族
人
が
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
『
書
画
記
』
の
前
半
部
分
に
比
べ
て
そ
の
登
場
の
頻
度
は
大
幅
に
減
少
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
六

章
に
て
述
べ
る
よ
う
に
、
徽
州
に
お
け
る
書
画
骨
董
の
取
引
が
次
第
に
下
火
に
な
り
、
呉
其
貞
の
足
が
蘇
州
か
ら
遠
の
い
て
い
た
こ
と
と
関
係

す
る
。

　
一
方
で
、
東
密
の
外
地
に
拠
点
を
構
え
、
書
画
骨
董
の
取
引
に
携
わ
る
族
人
が
頻
繁
に
現
れ
始
め
る
。
呉
其
貞
の
一
族
が
最
も
多
く
居
住
し

て
い
た
の
が
杭
州
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
彼
ら
に
つ
い
て
、
呉
其
貞
が
還
暦
を
迎
え
た
際
の
記
事
に
も
、
「
余
　
平
城
の
親
族
の
賀
を
避
け
、
特

に
銭
塘
を
渡
り
て
禺
穴
を
探
り
、
諸
重
賞
家
を
二
身
し
て
古
玩
名
豊
を
観
る
。
意
わ
ざ
り
き
、
此
の
《
永
寳
長
生
圖
》
を
獲
ん
と
は
。
殆
ど
天

此
れ
に
曲
り
て
以
て
余
の
壽
を
籍
せ
る
の
重
し
な
ら
ん
欺
」
と
述
べ
て
い
る
（
巻
五
「
趙
松
野
古
木
竹
石
害
鳥
画
一
幅
」
）
。
杭
州
在
住
の
彼
ら
一

族
の
内
、
た
び
た
び
そ
の
名
が
見
え
る
の
が
「
子
雲
姪
」
と
呼
ば
れ
、
「
姪
　
誰
は
維
翰
、
余
と
同
庚
に
し
て
髪
年
よ
り
交
わ
る
也
。
墨
止
は

率
翼
に
し
て
、
李
居
鎌
継
博
古
を
好
む
」
と
い
う
人
物
（
巻
三
「
幌
雲
林
古
木
竹
石
図
小
紙
画
～
幅
」
）
。
呉
其
貞
も
、
時
折
彼
の
「
廃
盈
堂
」
を
訪
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因州商人と明束清初の芸術市場（井上）

寄
し
て
は
、
蒐
集
し
た
書
画
を
閲
覧
し
取
引
を
行
っ
て
い
る
（
難
論
「
王
叔
明
豊
窩
風
雨
図
紙
画
一
小
幅
」
）
。
こ
の
杭
州
に
は
、
呉
其
貞
自
身
も
寓

居
を
構
え
て
主
要
な
活
動
拠
点
の
一
つ
と
し
て
お
り
、
康
煕
一
二
年
（
一
六
七
三
）
九
月
一
〇
日
の
記
事
に
、
宋
の
書
家
、
張
華
客
の
作
品
に

ま
つ
わ
る
思
い
出
を
こ
う
記
し
て
い
る
。

　
　
向
に
公
は
水
仙
と
爲
り
、
其
の
書
は
能
く
火
災
を
禁
ず
る
を
知
り
、
特
に
供
養
を
杭
城
に
請
う
。
是
の
日
、
杭
城
の
叢
林
橋
よ
り
火
起
き
、
南
の
か
た
金

　
　
剛
寺
の
前
に
至
る
ま
で
、
東
の
か
た
長
明
寺
の
後
に
至
る
ま
で
、
西
の
か
た
畳
苑
寺
に
至
る
ま
で
、
三
萬
七
千
家
を
焚
け
る
有
り
。
古
來
未
だ
此
の
如
き

　
　
有
ら
ざ
る
な
り
。
認
る
に
火
の
到
る
所
の
地
、
余
の
居
と
隔
た
る
こ
と
二
三
百
歩
よ
り
遽
か
ら
ず
。
未
だ
必
ず
し
も
余
の
一
念
の
仙
を
動
か
し
、
即
ち
に

　
　
呵
護
を
爲
せ
る
に
因
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
也
（
巻
六
「
張
樗
早
藤
篁
南
山
下
鞘
詩
一
首
」
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
張
即
之
が
「
水
仙
」
、
す
な
わ
ち
水
を
司
る
仙
人
に
な
っ
た
、
と
い
う
説
話
は
、
他
の
文
献
か
ら
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、
過
去

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
著
名
人
が
仙
人
や
守
護
神
と
し
て
信
仰
を
集
め
る
現
象
は
、
明
末
清
初
の
江
南
に
お
い
て
広
範
に
見
ら
れ
た
と
い
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
、

書
画
の
保
存
に
と
っ
て
最
も
注
意
す
べ
き
事
の
一
つ
は
火
の
用
心
で
あ
り
、
呉
其
貞
は
張
即
之
の
霊
験
の
お
か
げ
で
、
す
ん
で
の
所
で
延
焼
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

免
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
彼
の
書
き
残
し
た
記
事
の
中
に
は
「
蘇
州
の
寓
居
」
も
登
場
し
（
巻
三
「
易
元
吉
松
三
図
小
紙
画
一

幅
」
）
、
お
そ
ら
く
江
南
の
主
要
都
市
に
は
、
ほ
か
に
も
恒
常
的
な
拠
点
を
い
く
つ
か
構
え
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
杭
州
以
外
の
都
市
に
拠
点
を
置
い
て
活
動
し
て
い
た
呉
其
貞
の
族
人
で
、
そ
の
名
が
見
え
る
の
が
、
嘉
興
に
い
た
「
姪
孫
子
庭
」
で
あ
っ
た
。

彼
に
つ
い
て
の
詳
し
い
記
事
は
無
い
も
の
の
、
順
治
八
年
（
一
六
五
一
）
～
一
月
望
遠
に
、
呉
其
貞
が
粟
興
の
長
水
雲
に
あ
る
彼
の
家
を
訪
れ

て
以
降
、
彼
の
方
か
ら
蘇
州
に
滞
在
中
の
呉
音
貞
を
訪
問
し
取
引
を
行
う
な
ど
、
幾
度
か
登
場
す
る
人
物
で
あ
る
（
巻
三
「
心
惑
穆
淵
明
図
小
紙

画
一
幅
」
）
σ

　
そ
し
て
、
遠
回
貞
の
長
男
の
慰
書
・
次
男
の
堆
砂
も
ま
た
、
父
親
と
同
じ
道
を
選
ん
で
い
た
。
振
啓
の
名
前
は
、
順
治
一
四
年
（
一
六
五
七
）

四
月
二
三
B
に
、
嘉
興
の
二
元
沐
陶
蔵
の
名
品
《
万
歳
通
天
帖
》
を
鑑
賞
し
た
際
に
、
同
席
者
と
し
て
登
場
す
る
（
巻
四
「
唐
人
双
星
万
歳
通
天

帖
一
本
」
）
。
以
後
も
父
親
と
は
別
行
動
を
取
っ
て
い
た
ら
し
く
、
自
ら
が
蒐
集
し
て
き
た
作
品
を
父
の
元
に
持
参
し
て
は
鑑
定
を
依
頼
し
て
い
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る
記
事
が
散
見
す
る
。
一
方
振
明
は
、
康
煕
一
二
年
（
一
六
七
三
）
四
月
二
〇
日
に
、
湖
州
で
購
入
し
た
趙
孟
頬
《
松
寸
評
艇
図
》
を
、
杭
州

に
い
た
父
の
も
と
に
持
参
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
（
巻
六
「
趙
里
雪
松
渓
釣
艇
縄
墨
画
一
小
長
幅
」
）
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
清
の
時
代
を
迎
え
て
か
ら
は
、
呉
其
貞
の
一
族
は
江
南
各
地
の
拠
点
を
渡
り
歩
き
、
盛
ん
に
書
画
骨
董
の
取
引
に
勤
し
ん

で
い
た
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
彼
ら
一
族
の
活
動
は
、
呉
其
貞
と
岡
世
代
、
も
し
く
は
彼
ら
の
次
の
世
代
の
人
々
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
く
。
そ
の
中
で
呉
其
貞
は
、
一
族
の
長
老
格
に
し
て
最
高
の
目
利
き
と
し
て
、
彼
ら
の
間
で
中
心
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
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第
二
節
　
舎
同
頭
大
画
冊
》
の
完
成

　
自
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
あ
ま
り
語
る
こ
と
の
な
い
桑
津
貞
で
は
あ
っ
た
が
、
彼
が
半
生
を
費
や
し
て
完
成
さ
せ
た
画
冊
に
つ
い
て
、
康
煕
五

年
（
「
六
六
六
）
に
徽
宗
の
小
品
を
得
た
際
、
誇
ら
し
げ
に
こ
う
語
っ
て
い
る
。

　
　
臆
、
余
　
生
李
選
ぶ
所
の
小
幅
の
名
書
の
最
も
精
な
る
者
を
も
っ
て
、
《
大
当
子
》
を
集
成
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
徽
宗
の
冠
首
無
き
が
爲
に
之
を
高
閣
に

　
　
置
く
。
昏
睡
に
此
れ
を
獲
、
日
な
ら
ず
し
て
装
潰
す
れ
ば
、
量
に
冬
服
の
鑑
冊
を
墜
倒
せ
ざ
ら
ん
耶
（
巻
五
「
宋
徽
宗
金
銭
覇
細
図
絹
画
一
小
幅
」
）
。

　
こ
の
画
冊
に
収
め
る
べ
き
作
品
に
つ
い
て
の
記
事
は
、
『
書
画
記
』
巻
二
か
ら
既
に
出
現
し
て
お
り
、
「
余
　
此
れ
（
米
誌
仁
《
雲
山
型
》
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

得
て
以
て
《
高
頭
大
壷
冊
》
の
領
袖
と
愛
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
《
高
頭
大
商
僑
》
が
さ
き
の
記
事
に
お
け
る
《
大
冊
子
》
に
当
た
る
こ
と
は

間
違
い
な
く
、
こ
れ
以
降
画
面
中
に
収
め
た
と
記
さ
れ
る
作
品
は
、
三
遠
《
宮
苑
乞
巧
図
》
・
呉
鎮
《
竹
渓
涯
艇
図
》
・
蘇
戦
《
竹
石
図
》
な
ど

が
挙
げ
ら
ゆ
い
ず
れ
も
宋
二
兀
の
諸
名
家
の
作
品
が
並
ぶ
・
そ
し
て
つ
い
に
念
願
の
徽
宗
の
真
跡
を
得
て
・
よ
う
や
く
画
竜
点
晴
が
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　
こ
の
画
影
に
全
体
と
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
た
の
か
、
呉
其
貞
の
死
後
そ
の
行
方
が
ど
う
な
っ
た
の
か
は
、
残
念
な
が
ら

不
明
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
呉
其
貞
は
こ
の
画
冊
に
つ
い
て
、
そ
の
質
の
高
さ
は
「
世
間
の
画
冊
を
圧
倒
」
す
る
で
あ
ろ
う
と
豪
語
し
て
お
り
、



徽州商人と明末清初の芸術市場（井上）

そ
こ
に
は
一
流
の
賞
鑑
家
に
比
し
て
も
決
し
て
引
け
を
取
ら
な
い
、

蒐
集
活
動
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
作
品
集
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
①
　
楊
仁
憐
噸
国
宝
沈
浮
録
一
故
宮
散
侠
書
画
見
聞
孜
略
－
隔
増
訂
本
（
遼
海

　
　
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
第
一
章
第
三
節
「
清
代
監
蔵
活
動
概
述
」

　
②
　
張
即
之
の
作
品
と
火
事
と
が
か
か
わ
る
話
は
、
安
世
鳳
円
墨
林
快
事
』
巻
七

　
　
　
「
親
書
蓮
華
経
」
に
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
安
世
鳳
が
四
明
に
赴
任
中
に
火
災
に

　
　
遭
い
、
家
蔵
の
翠
雲
之
《
妙
法
蓮
華
経
》
が
焼
け
残
っ
た
話
な
の
で
、
お
そ
ら
く

　
　
無
関
係
で
あ
ろ
う
。
同
じ
県
門
の
人
物
と
し
て
は
、
同
時
代
の
張
瑞
図
に
つ
い
て
、

　
　
二
水
と
号
し
た
彼
は
水
星
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
た
め
、
そ
の
書
画
を
轡
室
中

　
　
に
懸
け
て
お
け
ば
火
災
の
厄
を
免
れ
る
、
と
い
う
評
判
が
あ
っ
た
と
い
う
（
姜
紹

　
　
書
『
無
声
詩
史
隔
巻
四
「
張
瑞
図
」
）
。
お
そ
ら
く
こ
の
話
が
、
思
議
之
の
霊
験
と

　
　
し
て
細
工
貞
に
伝
わ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
張
瑞
図
を
め
ぐ
る
こ
の
伝
説
に
つ

　
　
い
て
は
、
福
本
雅
一
「
張
瑞
凹
し
（
噸
明
廓
清
初
』
同
朋
舎
、
皿
九
八
七
年
）
一
二
〇

　
　
頁
に
詳
し
い
。

　
③
合
山
究
「
明
清
の
文
人
と
オ
カ
ル
ト
趣
味
」
（
荒
井
健
編
『
中
華
文
人
の
生
活
』

第
五
章
　
清
初
の
芸
術
市
場
と
書
画
商
人

自
ら
の
鑑
賞
眼
に
対
す
る
自
負
が
あ
り
あ
り
と
窺
え
る
。
お
そ
ら
く
彼
の

　
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）

④
こ
の
杭
州
の
大
火
に
つ
い
て
は
、
徐
岳
『
見
聞
録
』
巻
帯
「
火
災
」
に
詳
し
い
。

　
古
来
、
書
画
や
蔵
書
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
葛
籠
の
蓋
の
裏
側
に
春
画
を
貼
る

　
な
ど
、
軒
陰
の
ま
じ
な
い
を
施
し
て
お
く
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
相
田
洋
「
春

　
画
と
厭
勝
一
中
国
に
お
け
る
性
と
民
俗
一
」
（
噸
中
国
中
世
の
民
衆
文
化
一

　
呪
術
・
規
範
・
反
乱
i
』
中
国
書
店
、
一
九
九
四
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

⑤
『
書
画
記
隔
巻
二
「
米
元
暉
雲
山
岸
小
紙
画
一
幅
」
。
た
だ
し
こ
の
件
が
、
こ

　
の
作
品
を
入
手
時
（
崇
禎
＝
二
年
・
～
六
四
〇
）
に
轡
か
れ
た
も
の
か
、
後
に
付

　
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
。

⑥
以
上
順
に
欄
書
画
記
隔
巻
二
「
馬
遠
宮
苑
乞
巧
図
小
紙
画
一
福
」
・
同
書
巻
三

　
「
梅
道
人
端
渓
迂
艇
図
小
紙
画
一
幅
」
・
同
書
巻
五
「
蘇
東
披
竹
石
図
絹
画
一
小

　
幅
」

　
明
か
ら
清
へ
の
王
朝
交
代
に
際
し
て
、
江
南
全
域
を
襲
っ
た
戦
乱
と
そ
れ
に
伴
う
社
会
的
変
動
と
は
、
書
画
骨
董
の
流
通
の
活
発
化
に
一
層

の
拍
車
を
か
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
没
落
し
た
旧
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
散
逸
し
て
市
場
に
大
量
に
供
給
さ
れ
る
一
方
、
新
興
の
コ
レ
ク
タ
ー

た
ち
が
こ
の
機
会
を
捉
え
て
こ
れ
ら
を
積
極
的
に
蒐
集
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
古
玩
を
取
り
扱
う
専
門
業
者
た
ち
の
役

割
は
～
層
そ
の
重
み
を
増
し
は
じ
め
る
。
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第
㎜
節
　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
流
動
化
と
業
者
間
の
情
報
網

　
蘇
州
の
帰
築
三
と
い
う
人
物
は
、
順
治
九
年
（
～
六
五
二
）
正
月
着
日
の
記
事
に
登
場
し
、
以
後
呉
其
貞
の
最
晩
年
に
至
る
ま
で
最
も
頻
繁

に
そ
の
名
が
現
れ
る
人
物
で
あ
る
。

　
　
蹄
は
本
は
市
買
に
し
て
、
性
は
修
飾
を
善
く
せ
ず
、
田
産
を
置
か
ず
、
惟
だ
書
聖
に
耽
る
の
み
。
時
に
鼎
革
の
後
、
凡
そ
故
家
の
墨
黒
の
出
鷲
せ
ら
る
る

　
　
あ
ら
ば
、
希
之
皆
な
掌
れ
を
善
う
。
薦
紳
官
長
之
れ
を
求
む
る
と
錐
も
得
る
熱
き
也
。
入
　
其
の
僻
を
知
り
、
多
く
憐
れ
み
て
而
し
て
之
れ
を
護
持
す
。

　
　
居
る
所
の
縷
、
高
さ
大
き
さ
は
丈
上
り
に
過
ぎ
ず
、
士
夫
嘗
に
操
れ
に
詣
り
、
皆
な
世
外
の
交
を
作
す
。
蓋
し
一
奇
士
也
（
巻
三
「
趙
松
雪
黒
犬
図
」
）
。

　
こ
の
些
か
偏
屈
な
風
流
人
の
居
処
は
、
呉
其
貞
が
蘇
州
に
滞
在
す
る
際
に
必
ず
立
ち
寄
る
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
彼
が
閲
覧
・

取
引
し
た
唐
・
宋
・
元
の
法
書
名
画
の
数
々
は
、
い
ず
れ
も
掛
け
値
な
し
の
名
品
揃
い
で
あ
っ
た
と
い
う
。
隠
者
を
装
う
外
見
と
は
う
ら
は
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
、
相
当
な
手
腕
の
持
ち
主
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
彼
の
蒐
集
品
の
供
給
源
と
な
っ
た
の
は
、
江
南
一
帯
の
旧
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

あ
っ
た
。

　
こ
の
時
期
、
呉
其
貞
が
関
わ
っ
た
コ
レ
ク
タ
ー
の
中
に
は
、
先
祖
代
々
の
収
蔵
を
守
り
続
け
て
き
た
者
や
、
経
済
状
況
の
悪
化
に
伴
い
そ
れ

ら
を
手
放
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
者
も
い
た
。
そ
の
中
に
は
『
無
声
詩
史
』
七
巻
の
著
者
、
丹
陽
の
姜
遺
書
や
（
巻
三
「
米
元
身
軽
玉
楼
詩
一

首
」
）
、
か
の
王
世
上
の
孫
に
し
て
四
王
呉
憧
の
一
人
、
大
倉
の
王
党
な
ど
（
巻
縮
「
関
全
盆
山
積
雪
図
絹
画
一
巻
」
）
、
美
術
史
上
重
要
な
人
物
が
い

た
が
、
中
で
も
圧
巻
は
紹
興
の
朱
氏
一
族
の
収
蔵
で
あ
る
。

　
康
煕
五
年
（
一
六
六
六
）
六
月
二
日
、
彼
が
還
暦
の
誕
生
日
を
迎
え
た
時
に
、
彼
は
朱
子
祐
な
る
人
物
を
訪
問
し
て
い
る
。

　
　
子
砧
は
東
披
《
竹
石
圖
》
を
鶴
り
た
る
子
逝
の
兄
に
係
り
、
大
牢
士
の
玄
孫
、
童
部
通
政
公
の
曾
孫
也
。
通
政
、
誰
は
敬
据
、
號
は
石
門
。
篤
く
博
古
を

　
　
好
み
、
尤
も
書
霊
に
甚
だ
し
。
目
力
は
高
く
、
挙
世
の
牧
藏
に
お
い
て
天
下
に
名
だ
た
り
、
子
孫
雲
秘
し
、
脚
質
由
仁
に
し
て
、
江
南
の
第
一
家
爲
り
。

　
　
見
る
所
の
各
房
の
玉
銅
霧
器
は
一
一
精
絶
た
り
（
巻
五
「
趙
松
雲
古
木
竹
石
素
絹
画
一
巻
」
）
。
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大
学
士
と
は
万
暦
年
間
に
宰
相
を
務
め
た
朱
廣
の
こ
と
。
そ
の
子
の
石
門
に
つ
い
て
は
、
縁
戚
関
係
に
あ
た
る
張
岱
が
、
叔
父
の
張
聯
芳
や

嘉
興
の
手
元
沐
ら
と
と
も
に
、
江
南
の
五
大
収
蔵
家
と
し
て
そ
の
名
を
挙
げ
て
い
る
（
張
岱
噸
螂
撮
文
集
臨
巻
四
「
張
氏
家
譜
」
）
。
朱
石
門
の
収

蔵
の
豊
富
さ
と
鑑
識
眼
の
高
さ
に
つ
い
て
は
呉
其
貞
も
絶
賛
し
て
お
り
、
別
の
箇
所
で
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
　
余
　
明
朝
の
書
書
を
牧
藏
せ
る
名
家
の
目
黒
高
き
者
を
見
る
に
、
敷
黒
鴨
の
申
に
亦
た
二
一
二
は
優
孟
の
衣
冠
爲
る
も
の
有
り
。
惟
だ
朱
石
門
先
生
の
家
の

　
　
み
見
る
所
の
若
干
は
、
片
紙
製
字
と
難
も
皆
な
眞
貨
に
薦
す
。
三
百
年
半
の
第
一
入
也
（
巻
五
「
唐
宋
元
横
板
大
儀
冊
一
本
計
十
二
首
」
）
。

　
彼
の
子
孫
た
ち
は
、
そ
の
名
が
記
さ
れ
る
曾
孫
の
世
代
の
他
に
、
各
坊
の
序
数
で
呼
ば
れ
る
孫
の
世
代
の
人
物
も
評
し
く
登
場
す
る
。
彼
ら

～
門
と
の
間
で
、
呉
其
貞
は
盛
ん
に
取
引
を
行
っ
て
お
り
、
た
と
え
ば
康
煕
六
年
（
一
六
六
七
）
四
月
に
は
、

　
　
此
の
圖
、
去
年
六
月
に
、
紹
興
の
朱
石
門
先
生
の
令
孫
　
十
三
老
の
家
に
観
る
。
人
を
湿
て
働
手
せ
し
む
る
能
わ
ず
、
得
ら
れ
ざ
る
を
恨
み
、
圖
の
下
に

　
　
臥
し
、
千
謀
百
懇
す
。
今
年
四
月
に
至
り
、
方
め
て
購
い
て
手
に
到
る
（
巻
五
「
李
出
時
蓮
社
図
絹
画
一
幅
」
）
。

と
述
べ
、
仲
介
者
を
通
じ
て
八
方
手
を
尽
く
し
、
一
年
が
か
り
に
し
て
よ
う
や
く
李
公
麟
の
画
を
入
手
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
明
以
来
の
旧
家
に
蓄
え
ら
れ
て
い
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
徐
々
に
商
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
一
旦
蘇
州
に
吸
い
上
げ
ら
れ
、

こ
こ
を
経
由
し
て
さ
ら
に
北
方
へ
と
移
動
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
第
六
章
に
お
い
て
述
べ
る
。

　
春
意
貞
は
、
康
煕
二
年
（
一
六
六
三
）
正
月
牽
日
に
、
蘇
州
に
お
い
て
張
先
山
な
る
人
物
と
出
会
い
、
馬
遠
の
《
梅
渓
図
》
を
鑑
賞
し
た
際

の
こ
と
と
し
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
　
先
山
は
山
東
膠
州
の
人
に
し
て
、
雲
叢
の
世
家
た
り
。
耳
糸
は
篤
く
蕃
書
を
好
み
、
古
今
の
記
録
を
孜
究
す
る
こ
と
点
し
。
凡
そ
書
法
名
書
の
江
南
に
在

　
　
る
者
有
ら
ば
、
先
山
を
し
て
訪
ね
て
而
し
て
之
を
牧
め
命
む
。
余
の
爲
に
「
某
の
物
は
某
の
家
に
在
り
」
と
指
敏
す
れ
ば
、
獲
冠
す
る
所
頗
る
多
き
耳

　
　
（
巻
五
「
馬
遠
梅
渓
図
絹
画
一
幅
」
）
。

　
こ
の
張
氏
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
不
明
だ
が
、
張
先
山
の
父
は
、
お
そ
ら
く
明
清
鼎
革
の
混
乱
を
奇
貨
と
見
て
、
江
南
｝
帯
に
出
回

っ
て
い
る
書
画
を
買
い
集
め
る
べ
く
息
子
を
送
り
出
し
た
。
蘇
州
の
寓
居
を
拠
点
と
し
て
構
え
た
張
先
山
は
（
巻
五
「
小
量
将
軍
龍
舟
図
絹
画
一
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巻
」
）
、
ど
の
作
品
が
誰
の
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
自
ら
が
持
つ
情
報
を
伝
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

　
異
母
之
や
張
先
山
を
は
じ
め
、
呉
其
貞
と
関
わ
っ
た
商
人
や
コ
レ
ク
タ
ー
に
と
っ
て
、
絶
え
ず
人
手
か
ら
人
手
へ
渡
り
続
け
る
書
画
骨
董
の

行
方
は
な
に
よ
り
重
大
な
関
心
事
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
の
問
で
は
、
書
画
骨
董
の
現
物
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
動
向
を
巡
る
日
々
の
最

新
情
報
に
つ
い
て
も
盛
ん
に
や
り
と
り
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
情
報
の
中
に
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
手
放
し
そ
う
な
人
物
や
、
新
た
な

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
欲
し
が
っ
て
い
る
人
物
に
つ
い
て
、
そ
の
人
と
な
り
か
ら
経
済
状
況
に
至
る
ま
で
様
々
な
事
柄
が
含
ま
れ
て
い
た
に
違
い
な

い
。
そ
し
て
、
清
初
の
混
乱
期
に
際
し
て
、
彼
ら
の
行
動
範
囲
の
広
さ
と
情
報
力
は
、
結
末
以
上
に
㏄
層
大
き
な
強
み
と
な
っ
て
い
っ
た
。
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第
二
節
呉
其
貞
の
蒐
集
指
南

　
呉
重
量
は
ま
た
、
コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
彼
ら
の
た
め
に
書
画
の
名
品
を
買
い
集
め
た
り
、
鑑
定
し
た
り
す
る
仕
事
を
請

け
負
っ
て
い
る
。
そ
の
一
人
が
太
興
の
季
因
是
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
先
生
、
諦
は
寓
庸
。
戊
辰
の
進
士
に
し
て
、
鮮
符
令
由
り
吏
部
郎
に
終
わ
る
。
財
に
富
み
、
盤
く
天
下
の
法
書
名
墾
を
牧
め
ん
と
欲
す
。
然
れ
ど
も
志
有

　
　
れ
ど
も
而
れ
ど
も
目
力
未
だ
逮
ば
ざ
る
也
。

　
彼
の
官
僚
と
し
て
の
事
跡
は
、
天
啓
年
間
に
面
素
賢
の
生
祠
を
建
て
た
こ
と
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
が
（
『
明
史
漏
磁
壁
〇
六
「
闊
党
」
閻
鳴
泰
伝
）
、

そ
の
資
産
に
飽
か
せ
て
、
中
国
に
現
存
す
る
あ
ら
ゆ
る
書
画
の
作
品
を
収
集
し
よ
う
と
の
野
心
を
抱
い
て
い
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。
呉
其
貞
は
、

せ
っ
か
く
意
欲
は
あ
る
も
の
の
肝
心
の
見
る
目
に
つ
い
て
は
今
ひ
と
つ
、
と
評
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
量
に
比
例
し
て
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
質
は
か
な
り
高
か
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
記
事
を
記
し
た
順
治
一
〇
年
（
＝
ハ
五
三
）
四
月

二
五
日
に
は
、
陰
雨
《
小
平
季
尊
重
》
・
王
義
之
《
蓑
生
壁
》
・
蘇
献
《
前
後
赤
壁
賦
》
な
ど
の
法
書
、
黄
公
望
《
富
春
山
居
図
》
・
王
蒙
《
聴

雨
楼
図
》
な
ど
の
名
画
、
い
ず
れ
も
芸
術
史
上
に
名
高
い
作
品
を
十
数
点
閲
覧
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
呉
其
貞
は
「
皆
な
名
物
也
」
と

評
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
呉
其
貞
は
、
季
因
幡
の
蒐
集
に
協
力
す
る
傍
ら
、
所
有
す
る
作
品
の
鑑
定
を
も
担
当
す
る
顧
問
格
で
も
あ
っ
た
の
で



徽州商人と明末清初の芸術市場（井上）

あ
ろ
う
。
せ
っ
せ
と
作
品
を
鑑
賞
し
て
は
記
録
を
取
っ
て
い
る
彼
の
姿
を
見
な
が
ら
、
訴
因
是
は
感
嘆
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
先
生
は
予
の
目
看
し
口
詳
し
手
記
せ
る
を
見
て
曰
わ
く
、
「
君
の
能
た
る
や
、
手
は
七
絃
の
琴
を
揮
い
、
目
は
千
里
の
雁
を
迭
る
に
過
ぎ
た
り
」
と
。

と
述
べ
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
彼
の
科
白
は
、
岩
髭
之
が
絵
を
描
く
要
諦
と
し
て
、
密
康
の
四
師
管
を
踏
ま
え
て
「
手
に
五
絃
を
揮
う
は
易
く
、

目
に
露
悪
を
迭
る
は
難
し
」
と
常
々
語
っ
て
い
た
故
事
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
（
張
彦
遠
『
歴
代
名
画
記
』
巻
五
）
。
と
も
か
く
、
呉
其
貞
の
鑑

識
の
才
能
は
そ
れ
を
上
回
る
も
の
だ
、
と
い
う
褒
め
言
葉
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　
同
年
二
月
九
日
の
記
事
と
し
て
、
再
び
黄
笙
《
寒
菊
幽
意
図
》
を
鑑
賞
し
た
件
が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
日
も
王
義
之
《
行

書
千
字
文
》
・
賀
知
章
《
草
書
孝
経
序
》
・
楮
平
良
《
度
人
経
》
・
米
忌
事
《
楷
書
金
剛
経
》
な
ど
の
法
書
、
趙
忍
駒
《
帰
去
来
辞
図
》
・
関
全

《
千
百
万
鍵
図
》
・
方
従
義
《
東
各
風
流
図
》
な
ど
の
名
画
、
合
計
二
〇
点
以
上
を
閲
覧
し
た
と
い
う
。
こ
の
日
の
夜
に
歓
待
を
受
け
た
呉
其

貞
は
、

　
　
夜
飲
に
及
び
、
紹
興
の
朱
氏
の
漢
書
の
龍
尾
胱
を
出
し
て
行
酒
す
。
先
生
曰
わ
く
、
「
古
に
云
え
ら
く
、
『
燈
前
黒
影
、
書
盤
を
槻
る
可
か
ら
ず
』
と
。
我

　
　
れ
此
の
禁
を
破
ら
ん
と
欲
す
。
君
の
意
は
若
君
」
と
。
余
日
わ
く
、
「
興
に
適
え
ば
事
と
し
て
何
ぞ
可
な
ら
ざ
ら
ん
」
と
。
時
に
三
更
な
り
。
是
に
於
い

　
　
て
青
衣
に
命
じ
て
乗
直
せ
し
め
、
悉
く
書
書
を
前
に
陳
べ
、
龍
尾
胱
に
て
飲
み
、
告
・
唐
・
宋
の
墨
蹟
を
親
、
＝
品
評
し
、
旦
を
待
ち
て
而
し
て
別
る
。

　
　
此
の
如
き
の
風
流
・
金
谷
園
も
数
な
ら
ざ
る
な
や

と
、
晋
の
石
嵩
の
別
丁
に
お
け
る
雅
集
に
比
し
て
こ
の
夜
の
想
い
出
を
記
し
て
い
る
。
季
因
是
に
と
っ
て
呉
其
道
は
、
書
画
の
世
界
に
お
い
て
、

自
ら
と
対
等
の
立
場
に
あ
る
名
士
と
し
て
遇
す
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
季
因
是
の
息
子
た
ち
の
中
に
も
父
と
趣
味
を
同
じ
く
す
る
者
が
い
た
。

　
　
以
上
の
四
種
、
季
大
翁
の
三
令
郎
　
薄
雪
の
庭
に
て
黙
る
。
竹
葦
は
誰
は
振
宜
、
丁
亥
の
進
士
。
人
と
爲
り
豪
爽
に
し
て
、
篤
く
古
玩
を
好
み
、
大
翁
の

　
　
風
有
り
。
得
る
所
は
甚
だ
多
く
、
皆
な
名
を
聞
き
て
而
し
て
牧
記
せ
る
者
な
り
。
近
日
宋
字
六
本
、
計
一
菖
二
十
張
を
集
成
す
。
古
今
の
牧
藏
、
未
だ
此

　
　
の
如
き
の
盛
有
ら
ざ
る
な
り
（
巻
五
「
李
営
丘
騎
騒
踏
雪
図
絹
画
～
小
幅
」
）
。

57 （477）



　
身
空
は
順
治
四
年
（
＝
ハ
四
七
）
の
こ
と
。
季
振
宜
は
清
初
の
四
大
蔵
書
家
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
、
平
分
版
の
善
本
の
入
手
に
努
め
、
銭

曾
の
述
古
堂
・
毛
晋
の
汲
運
勢
を
は
じ
め
と
す
る
江
南
各
地
の
旧
蔵
書
を
多
数
蒐
集
、
薗
ら
『
季
槍
葦
書
目
』
を
著
し
た
。
彼
の
死
後
、
そ
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
大
半
が
清
の
内
府
の
所
有
に
帰
し
、
『
天
禄
笹
戸
書
目
』
に
そ
の
多
く
が
著
録
さ
れ
て
い
る
（
葉
早
天
『
蔵
書
紀
事
詩
』
巻
四

「
季
振
宜
銑
分
」
）
。

　
彼
ら
の
蒐
集
活
動
を
支
え
る
上
で
、
呉
其
貞
の
他
に
も
協
力
し
た
商
人
が
幾
人
か
存
在
し
た
。
そ
の
一
人
が
福
建
の
陳
以
謂
で
あ
る
。
彼
は

揚
州
を
拠
点
に
書
画
肪
を
仕
立
て
て
活
動
し
て
い
た
が
、
商
売
道
具
の
作
品
そ
の
も
の
に
対
し
て
は
か
な
り
無
頓
着
だ
っ
た
よ
う
で
（
巻
三

「
僧
巨
細
薫
翼
鎌
蘭
書
図
小
絹
画
…
幅
」
）
、
「
陳
以
謂
集
め
る
所
の
書
面
あ
珊
子
、
大
幅
を
用
て
切
り
て
六
扇
と
翻
せ
る
者
多
し
。
人
因
り
て
回

し
て
「
書
書
の
創
子
手
」
と
号
す
」
と
、
大
幅
の
書
画
作
晶
か
ら
必
要
な
部
分
を
切
り
抜
い
て
、
扇
に
仕
立
て
直
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
（
巻

四
「
朱
元
小
画
冊
二
本
計
四
＋
八
幅
」
）
。
書
画
の
小
品
を
冊
子
や
扇
面
に
仕
立
て
る
こ
と
が
当
時
の
蒐
集
家
に
好
ま
れ
た
と
は
い
え
、
い
く
ら
な

ん
で
も
こ
れ
は
作
品
の
破
壊
行
為
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
「
書
画
の
死
刑
執
行
人
」
と
い
う
渾
名
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
「
後
に
具
な
太
興
の
季
患
部
に
蹄
」
し
た
と
い
う
。
季
氏
の
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
こ
の
よ
う
な
代
物
も
含
ま

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
康
煕
七
年
（
一
六
六
八
）
三
月
二
日
に
、
呉
其
貞
は
王
廷
賓
な
る
人
物
に
出
会
う
。
彼
は
、

　
　
公
　
誰
は
廷
賓
、
字
は
師
臣
。
三
韓
の
増
員
よ
り
、
旗
に
入
り
て
出
仕
し
、
官
は
山
東
果
司
に
至
り
、
揚
州
通
判
に
降
さ
る
。
入
と
猛
り
は
岡
毅
正
直
に

　
　
し
て
、
士
庶
と
し
て
推
重
せ
ざ
る
無
し
。
近
ご
ろ
聞
住
し
て
事
無
く
、
時
俗
皆
な
古
玩
を
爾
ぶ
を
見
、
亦
た
此
に
留
心
せ
ん
と
欲
す
。
然
れ
ど
も
尚
お
未

　
　
だ
講
究
せ
ざ
る
也
。

と
、
暇
と
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
金
を
も
て
あ
ま
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
、
あ
る
日
彼
は
巷
で
流
行
の
古
玩
の
蒐
集
を
思
い
立
つ
。
と
こ
ろ
が
こ

の
道
に
関
し
て
全
く
の
素
人
で
あ
る
彼
は
、
呉
其
貞
に
向
か
っ
て
こ
う
切
り
出
し
た
。

　
　
忽
ち
　
日
余
に
心
し
て
曰
わ
く
、
「
我
れ
大
い
に
古
玩
を
牧
め
ん
と
欲
す
る
も
、
爾
に
非
ざ
れ
ば
我
が
爲
に
先
を
事
う
能
わ
ず
。
肯
ん
ず
れ
ば
則
ち
近
日
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徽州商人と明末清初の芸術市場（井上）

　
　
得
た
る
所
の
諸
物
、
及
び
疇
居
宅
中
に
あ
る
者
を
將
て
、
先
ず
我
に
譲
ら
ん
こ
と
を
望
む
。
以
後
他
誌
に
て
見
る
所
の
者
も
、
傍
り
て
之
を
滉
旧
す
れ
ば
、

　
　
其
の
値
も
一
一
命
の
如
く
せ
ん
。
璽
意
は
若
何
」
と
。
余
唯
唯
と
日
う
。

　
つ
ま
り
王
謹
上
は
、
自
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
こ
れ
か
ら
形
成
す
る
に
当
た
っ
て
、
呉
其
貞
の
鑑
識
眼
と
手
腕
に
対
し
て
全
幅
の
信
頼
を
置

き
、
彼
の
蒐
集
品
は
全
て
言
い
値
で
購
入
し
よ
う
と
申
し
出
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
呉
其
貞
は
即
座
に
指
南
役
を
引
き
受
け
、
「
是
に

強
い
て
未
だ
幾
ば
く
な
ら
ず
し
て
、
一
周
に
し
て
得
る
所
の
物
は
皆
な
超
等
漁
れ
ば
、
遽
に
南
北
の
二
三
の
大
名
を
成
す
」
と
、
彼
の
尽
力
に

よ
り
、
王
廷
賓
は
早
く
も
一
年
後
に
は
中
国
屈
指
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
い
う
盛
名
を
博
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
自
ら
の
力
量
に
対
す
る
三

態
貞
の
並
々
な
ら
ぬ
自
信
の
ほ
ど
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
王
法
賓
の
や
り
方
に
つ
い
て
、
呉
島
蔭
は
些
か
皮
肉
混
じ
り
に
「
公
の

作
用
は
捷
穫
と
謂
う
薄
き
者
な
ら
ん
夷
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
彼
ら
の
関
係
は
、
も
は
や
単
な
る
雇
い
主
と
仲
介
業
者
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

う
域
を
超
え
、
ほ
と
ん
ど
主
客
が
転
倒
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
の
観
を
呈
し
て
い
る
。

　
と
も
あ
れ
呉
常
春
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
好
条
件
を
提
示
し
て
く
れ
た
華
華
賓
の
た
め
に
、
以
後
ず
っ
と
作
品
収
集
に
精
を
出
す
よ
う
に
な
る
。

依
頼
を
受
け
た
四
日
後
に
は
「
此
の
圖
、
通
年
王
公
の
爲
に
、
揚
州
の
親
友
　
信
用
時
の
手
よ
り
得
た
り
」
と
、
早
速
仕
事
に
か
か
っ
て
お
り

（
巻
五
「
張
子
政
梛
燕
図
絹
画
～
小
幅
」
）
、
さ
き
に
引
い
た
黄
公
望
《
富
春
山
居
図
》
残
虐
も
王
廷
争
に
譲
り
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
彼
の
記

し
た
緩
か
ら
判
明
し
て
い
舳
・
そ
し
て
響
画
龍
寒
山
ハ
の
末
尾
か
ら
二
誉
・
康
墨
六
年
（
一
六
七
七
）
＝
月
晦
日
の
記
事
に
・
彼

の
た
め
に
画
冊
を
編
纂
し
て
い
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
お
り
、
「
傷
ま
し
き
哉
、
冊
未
だ
成
ら
ざ
る
に
公
先
に
逝
け
り
」
と
、
王
知
事
が
世

を
去
る
ま
で
両
者
の
関
係
は
続
い
て
い
た
（
巻
六
「
馬
遠
琴
鶴
図
絹
画
一
小
幅
」
）
。

　
王
廷
賓
の
蒐
集
に
一
役
買
っ
て
い
た
人
物
に
張
黄
美
が
い
た
。
彼
は
、
講
は
膠
、
揚
州
の
人
で
、

　
　
黄
美
は
接
構
を
善
く
し
、
幼
き
よ
り
通
剣
王
公
の
爲
に
書
蜜
を
装
甘
し
、
目
力
は
日
に
隆
ん
な
り
。
近
日
都
門
に
遊
藝
し
、
大
司
鼻
梁
公
に
遇
い
て
愛
せ

　
　
ら
る
る
を
得
、
便
ち
佳
士
と
爲
る
（
巻
五
「
趙
松
雪
写
生
水
草
鴛
鴛
図
面
画
一
小
幅
」
）
。

と
あ
る
よ
う
に
、
書
画
の
表
装
を
行
う
専
門
業
者
で
あ
り
、
職
業
柄
、
書
画
の
鑑
賞
に
も
通
じ
て
い
た
。
彼
も
ま
た
、
呉
其
貞
と
同
じ
く
書
画
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の
買
い
付
け
を
請
け
負
い
、
「
三
圖
を
揚
州
通
到
の
王
公
の
古
流
に
槻
る
。
近
日
張
黄
美
を
し
て
京
口
の
張
師
之
の
手
よ
り
買
わ
甘
め
た
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

係
る
」
と
、
こ
の
外
に
も
た
び
た
び
そ
の
名
が
登
場
す
る
。

　
張
黄
美
は
、
こ
れ
と
は
別
に
、
さ
き
に
北
京
に
お
い
て
知
遇
を
得
た
と
い
う
「
大
司
農
藩
論
」
の
た
め
に
も
書
画
を
集
め
て
い
た
（
巻
六

「
盛
子
昭
秋
青
嵐
隠
図
柄
画
一
巻
」
）
。
梁
公
と
は
、
真
定
の
人
、
梁
九
天
の
こ
と
。
崇
禎
一
六
年
（
一
六
四
三
）
の
進
士
だ
が
、
李
自
成
・
清
朝
に

相
次
い
で
鞍
替
え
し
て
順
調
に
宮
歴
を
重
ね
、
康
煕
九
年
（
一
六
七
〇
）
に
は
戸
部
尚
書
、
す
な
わ
ち
大
司
農
に
調
さ
れ
た
。
～
方
で
彼
は
、

詩
文
を
よ
く
す
る
傍
ら
、
法
書
・
名
画
の
蒐
集
量
は
天
下
に
甲
た
り
と
称
さ
れ
た
コ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
っ
た
。
自
ら
も
小
樽
を
得
意
と
し
た
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
、
《
秋
碧
堂
法
帖
》
を
刻
し
た
と
い
う
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
『
書
画
記
』
に
は
、
張
馬
形
と
同
じ
く
表
装
の
名
手
で
、
宋
元
の
絵
画
に
つ
い
て
優
れ
た
鑑
識
眼
を
称
さ
れ
た
蘇
州
の
国
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

之
・
千
一
父
子
や
、
陶
磁
器
の
倣
製
も
手
が
け
て
い
た
蘇
州
の
王
子
慎
、
多
く
の
書
画
を
有
し
て
い
た
忠
興
の
「
老
穣
補
」
岳
子
宜
な
ど
、
コ

レ
ク
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
す
る
職
人
た
ち
が
登
場
す
る
。
国
里
の
蘇
州
は
、
書
画
の
保
存
と
鑑
賞
に
密
接
に
関
わ
る
表
装
の
最
先
端
地
域
で
も

あ
り
、
当
時
か
ら
既
に
「
国
手
」
と
称
さ
れ
た
湯
木
…
・
強
百
川
な
ど
の
名
人
を
輩
出
し
、
王
事
貞
ら
に
推
重
さ
れ
た
と
い
う
（
周
嘉
冑
『
装
漢

土
臨
）
。
彼
ら
を
は
じ
め
、
明
末
の
文
人
た
ち
に
愛
好
さ
れ
た
「
玩
具
」
を
作
る
職
人
た
ち
の
中
に
は
、
本
来
「
率
由
」
の
身
で
あ
り
な
が
ら
士

大
夫
と
同
等
の
礼
を
持
っ
て
遇
さ
れ
た
者
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
（
張
岱
陶
庵
夢
憶
』
巻
五
「
諸
工
」
）
。
そ
し
て
清
の
時
代
に
入
る
と
、
書

画
の
収
蔵
の
み
な
ら
ず
、
コ
レ
ク
タ
ー
間
の
仲
介
に
も
乗
り
出
す
な
ど
、
単
な
る
パ
ト
ロ
ン
と
庇
護
者
と
い
う
関
係
か
ら
一
歩
進
ん
で
、
独
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
活
動
を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

①
　
楊
仁
憧
は
、
現
存
す
る
法
書
の
う
ち
、
瓦
石
之
の
鑑
蔵
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
も

　
の
に
は
贋
物
が
極
め
て
少
な
く
、
彼
の
鑑
識
眼
は
非
常
に
優
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
、

　
と
述
べ
て
い
る
。
前
掲
第
四
頭
註
①
楊
仁
養
護
螢
一
一
－
二
二
頁
。

②
戊
辰
は
壬
戌
の
誤
り
。
萌
清
進
士
題
名
碑
録
索
引
』
に
よ
れ
ば
、
季
寓
庸
の

　
名
は
、
明
の
天
啓
二
年
壬
戌
科
、
第
三
甲
二
八
一
　
名
に
記
さ
れ
る
。

③
以
上
の
引
用
部
分
は
、
い
ず
れ
も
㎎
書
撮
記
』
巻
四
「
黄
整
備
菊
幽
田
図
絹
画

　
一
編
」

④
㎎
轡
画
記
』
巻
四
「
泉
楽
寒
菊
露
命
図
絹
画
一
幅
」
。
州
書
画
記
』
巻
四
の
こ
の

　
部
分
は
、
日
付
や
記
述
が
錯
綜
し
て
お
り
、
前
後
の
記
事
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ

　
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
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⑤
以
上
の
引
用
部
分
は
、
い
ず
れ
も
噸
書
画
記
』
巻
五
「
胡
著
長
金
碧
山
水
図
絹

　
画
一
大
幅
」

⑥
『
中
国
古
代
書
画
図
目
』
二
（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
一
八
頁
に
、

　
康
煕
乙
酉
（
四
四
年
・
一
七
〇
五
）
の
年
記
を
持
つ
王
日
野
蹟
文
の
図
版
を
載
せ

　
る
。
釈
文
に
つ
い
て
は
、
前
掲
第
一
章
動
④
郡
彦
校
点
本
の
附
録
を
参
照
。

⑦
『
書
画
記
』
巻
五
門
凶
暴
年
秋
江
掛
帆
図
絹
画
一
小
幡
偏
。
ち
な
み
に
、
こ
こ

　
で
登
場
し
た
張
即
之
は
張
則
之
と
も
記
さ
れ
、
張
観
慶
か
ら
続
く
こ
の
家
は
、
こ

　
の
頃
に
は
呉
其
貞
ら
の
得
意
先
と
な
っ
て
い
た
（
『
書
画
記
』
巻
五
「
唐
人
郭
填

　
平
安
捧
諦
帖
」
）
。

⑧
『
畿
輔
通
志
㎞
巻
七
二
「
名
臣
」
真
定
府
・
梁
章
鍾
魍
吉
安
室
纂
録
』
四
三
。

　
な
お
、
ま
と
ま
っ
た
伝
記
史
料
の
乏
し
い
芝
煮
標
の
事
跡
と
、
彼
の
鑑
田
印
を
有

　
す
る
現
存
の
法
書
・
名
画
、
計
二
八
九
点
の
リ
ス
ト
を
ま
と
め
た
労
作
、
ω
冨
「
一

　
ヨ
砦
国
．
U
Φ
Φ
き
傷
≦
串
ざ
箏
頃
。
甲
．
．
8
冨
門
戸
霞
㊦
常
置
駿
α
q
窪
田
固
琴
Φ
o
＝
冨

　
O
o
一
一
Φ
o
江
§
o
｛
臣
留
α
q
O
げ
、
ぎ
α
Q
－
営
鱒
。
、
．
”
魍
中
央
研
究
院
国
際
漢
学
会
議
論
文
集
㎞

　
芸
術
史
組
（
一
九
八
一
年
）
が
あ
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

⑨
以
上
順
に
『
書
画
記
㎞
巻
六
「
李
伯
時
三
賢
図
紙
墨
一
巻
」
・
同
書
巻
五
「
蘇

　
謡
講
撃
楽
図
絹
画
鏡
面
一
頁
」
・
同
書
巻
上
「
銭
舜
挙
戯
嬰
螺
髪
画
一
巻
」

⑩
か
か
る
現
象
に
つ
き
楊
仁
憧
は
、
「
書
画
の
中
間
商
」
た
ち
が
「
　
個
の
新
興

　
市
民
階
層
」
を
形
成
し
て
い
く
過
程
、
と
捉
え
て
い
る
。
前
掲
第
四
筆
工
①
楊
仁

　
榿
著
書
ニ
豆
蔦
。

第
六
章
　
芸
術
市
場
に
お
け
る
「
南
高
北
低
」
の
終
焉

徽州商人と明末清初の芸術市場（井上）

　
順
治
年
間
宋
頃
か
ら
康
煕
年
間
に
か
け
て
、
江
南
に
お
け
る
書
画
骨
董
の
流
通
に
は
次
第
に
変
化
の
兆
し
が
現
れ
始
め
る
。
順
治
一
七
年

（一

Z
六
〇
）
四
月
一
一
日
の
記
事
に
は
、
北
京
の
学
際
之
と
い
う
人
物
が
現
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
彼
は
、
さ
き
の
二
面
美
ら
と
同
じ
く
ま

た
も
や
表
装
の
名
手
で
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
呉
其
貞
に
い
わ
せ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
精
進
の
余
地
は
あ
る
も
の
の
、
職
業
柄
、
書
画
の
真
贋
を
見

抜
く
確
か
な
目
を
持
っ
て
い
た
彼
は
、
蘇
州
に
拠
点
を
設
け
、
江
南
に
流
通
す
る
書
画
骨
董
を
大
量
に
購
入
し
、
北
京
に
持
ち
去
る
仕
事
に
も

携
わ
っ
て
い
た
。

　
　
　
以
上
の
饗
膳
九
十
八
則
、
心
門
に
在
り
て
北
京
の
王
際
之
の
寓
に
煎
る
。
魚
蝋
の
高
・
李
・
娩
・
曹
の
四
家
に
係
る
。
夫
れ
四
十
は
牧
録
す
る
こ
と
前
後

　
　
　
已
に
百
年
に
及
ぶ
。
今
一
旦
に
し
て
際
之
に
随
い
て
北
に
去
る
。
田
田
に
地
蓮
の
然
ら
使
む
る
と
こ
ろ
な
ら
ん
耶
（
巻
四
「
張
樗
寮
楷
書
葺
草
一
首
」
）
。

　
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
嘉
興
の
並
家
は
、
い
ず
れ
も
当
地
の
「
望
事
」
と
し
て
著
名
な
一
族
で
あ
り
（
播
光
日
；
明
清
聖
代
嘉
興
毒
酒
族
』
）
、
書

画
骨
董
の
収
蔵
に
か
け
て
、
明
末
に
は
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
乙
酉
（
＝
ハ
四
五
）
の
清
軍
侵
攻
と
薙
髪
令
に
伴
う
争
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乱
に
よ
っ
て
嘉
興
は
壊
滅
的
打
撃
を
被
り
、
前
後
百
年
に
亘
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
諸
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
そ
の
多
く
が
散
逸
し
た
（
姜
紹
書

『
韻
二
世
筆
談
』
巻
下
「
項
墨
林
収
藏
」
）
。
こ
う
し
た
中
、
と
り
わ
け
こ
の
王
際
之
は
、
嘉
興
を
書
画
骨
董
の
主
要
な
供
給
源
と
し
て
い
た
よ
う

で
、
『
書
画
記
』
の
別
の
箇
所
の
記
事
と
あ
わ
せ
（
雑
記
「
黄
大
療
遊
動
図
小
絹
画
一
幅
」
）
、
都
合
一
〇
〇
点
以
上
の
作
品
が
、
彼
の
手
に
よ
っ
て

嘉
興
か
ら
北
京
に
運
び
去
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。
楊
仁
榿
に
よ
れ
ば
、
彼
も
ま
た
張
黄
美
と
同
じ
く
、
梁
逼
塞
を
は
じ
め
と
す
る
北
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

在
住
の
賞
鑑
家
に
協
力
し
て
、
彼
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
荘
問
生
の
よ
う
に
、
北
京
で
の
蒐
集
品
を
江
南
に
持
参
す
る
者
も
い
た
。

　
　
撚
れ
荘
訳
書
先
生
の
蕉
門
の
上
上
に
煮
る
。
先
生
、
諌
は
問
生
、
字
は
玉
馳
、
糟
屋
の
人
、
磨
會
先
生
の
仲
子
也
。
丁
亥
の
進
士
に
登
る
。
臨
池
丹
青
に

　
　
長
じ
、
古
玩
を
雅
好
す
。
家
に
牧
藏
多
く
、
大
都
は
書
室
よ
り
得
た
る
者
な
り
（
巻
三
「
董
北
苑
風
雨
帰
荘
図
大
鷺
画
一
幅
」
）
。

　
彼
の
父
応
会
は
明
末
の
進
士
で
、
清
の
論
議
後
に
い
ち
早
く
帰
参
し
、
江
西
方
面
で
の
南
明
勢
力
の
掃
討
に
戦
功
の
あ
っ
た
入
物
。
子
の
下

生
は
康
煕
帝
に
そ
の
画
才
を
愛
さ
れ
た
と
い
う
（
『
上
清
一
統
志
』
巻
六
一
「
常
州
府
」
二
「
人
物
」
）
。
明
の
宮
中
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
大
量
の
書

画
作
品
が
、
李
自
製
軍
の
撤
退
に
伴
う
混
乱
に
よ
っ
て
散
逸
し
た
こ
と
は
曹
溶
の
目
撃
談
に
述
べ
ら
れ
（
郁
邦
慶
『
繋
累
書
画
題
蹟
記
』
注
森
序
）
、

南
明
の
弘
光
政
権
が
崩
壊
し
た
際
の
南
京
で
も
同
様
の
事
態
が
起
こ
っ
た
と
い
う
（
李
天
根
『
燭
火
録
』
五
月
十
　
日
條
）
。
荘
氏
も
ま
た
、
下
賜

品
の
他
に
も
、
こ
う
し
た
理
由
で
流
出
し
た
作
品
を
入
手
し
、
自
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
増
や
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
康
煕
二
年
（
一
六
六
三
）

五
月
二
八
日
の
記
事
に
は
、
「
以
上
の
十
七
種
、
常
州
の
翰
林
　
荘
淡
庵
の
家
に
登
る
。
近
日
都
門
よ
り
帯
上
せ
る
者
に
係
る
」
と
あ
る
よ
う

に
（
巻
四
「
朱
文
質
二
帖
合
為
一
巻
」
）
、
こ
の
頃
か
ら
北
京
に
お
け
る
書
画
の
取
引
は
徐
々
に
活
発
化
し
て
き
て
お
り
、
次
第
に
重
要
性
を
増
し

つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
明
末
窯
初
の
混
乱
に
乗
じ
て
、
こ
れ
ま
で
江
南
の
後
塵
を
拝
し
て
き
た
志
水
以
北
に
お
い
て
も
、
新
興
コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
が
陸
続
と
登
場
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
き
た
こ
と
は
、
す
で
に
傅
申
に
よ
っ
て
、
様
々
な
史
料
を
基
に
そ
の
見
取
り
図
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
北
方
鑑
漁
家
」
と
総
称
さ
れ
る
彼
ら

新
興
コ
レ
ク
タ
ー
の
内
、
呉
其
貞
と
関
わ
り
を
持
っ
た
主
要
人
物
は
、
王
鋪
お
よ
び
宝
永
誉
で
あ
る
。
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王
錦
、
字
は
仲
和
。
呉
其
貞
は
、
順
治
九
年
（
一
六
五
二
）
一
〇
月
二
八
日
に
彼
の
も
と
を
訪
れ
、
一
族
の
所
蔵
に
か
か
る
書
画
骨
董
の

数
々
を
閲
覧
し
、
こ
う
書
き
記
し
て
い
る
。

　
　
此
の
五
圖
、
蘇
城
に
在
り
て
、
前
金
里
道
　
王
黒
和
先
生
の
寓
に
観
る
。
王
は
河
南
の
人
、
魔
斯
先
生
の
胞
弟
也
。
篤
く
古
玩
を
好
み
、
得
る
所
の
名
器

　
　
多
き
こ
と
甚
だ
し
。
人
の
借
親
す
る
者
有
ら
ば
、
則
ち
美
く
堂
上
に
出
議
し
、
人
を
し
て
接
鷹
に
暇
あ
ら
ざ
ら
令
む
（
巻
三
「
高
房
山
公
園
叢
雨
図
絹
画

　
　
　
一
幅
」
）
。

　
山
尽
は
王
鐸
の
字
、
言
う
ま
で
も
な
く
明
末
釜
初
を
代
表
す
る
書
家
で
あ
る
。
青
津
の
王
氏
兄
弟
は
、
い
ず
れ
も
南
明
政
権
を
い
ち
早
く
見

限
っ
て
清
に
帰
順
し
た
「
武
臣
」
で
あ
り
、
機
に
乗
じ
て
伝
世
の
名
品
の
数
々
を
集
め
、
大
コ
レ
ク
タ
ー
に
成
り
上
が
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

　
下
永
誉
、
字
は
令
之
、
重
落
を
代
表
す
る
書
画
の
賞
牌
家
で
、
古
今
の
文
献
を
博
捜
し
て
編
纂
し
た
大
部
の
書
画
録
、
『
式
事
堂
書
画
彙
考
』

六
〇
巻
を
著
し
た
人
物
。
康
煕
一
四
年
（
一
六
七
五
）
八
月
三
日
に
、
呉
仁
恩
は
杭
州
に
お
い
て
、
彼
が
所
有
す
る
膨
大
な
数
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
閲
覧
し
、
こ
う
記
し
て
い
る
。

　
　
以
上
の
三
十
圖
、
冊
申
の
最
も
諮
れ
た
る
者
馨
り
て
、
其
の
絵
も
皆
な
唐
・
宋
・
元
人
の
眞
跡
な
り
。
此
の
冊
、
杭
城
に
在
り
て
、
長
男
　
振
啓
と
同
に

　
　
†
公
の
行
為
に
於
い
て
観
る
。
公
　
隷
は
永
轡
、
字
は
令
之
、
三
韓
の
人
。
人
と
諮
り
牽
翼
に
し
て
、
性
は
古
玩
を
好
み
、
目
力
は
人
に
過
ぐ
。
数
日
申

　
　
竪
賞
す
る
物
無
く
ん
ば
、
脚
情
失
え
る
所
有
る
が
如
く
、
誓
う
る
に
飲
を
嗜
む
者
の
酒
無
し
と
著
せ
る
が
ご
と
き
耳
、
其
の
篤
好
は
此
の
如
し
。
時
に
乙

　
　
卯
八
月
三
日
。
次
の
日
置
た
自
ら
蠣
え
て
余
の
家
に
至
り
、
翫
賞
す
る
こ
と
終
朝
、
故
に
其
の
尤
な
る
者
を
抜
き
、
署
や
恐
れ
が
記
を
課
す
（
巻
六
「
唐

　
　
宋
元
小
画
図
冊
子
四
本
計
一
百
頁
」
）
。

　
†
永
誉
は
、
さ
き
の
王
廷
賓
と
同
じ
く
三
韓
出
身
の
人
物
で
あ
り
、
あ
る
い
は
彼
か
ら
呉
其
貞
の
評
判
が
伝
わ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
当

時
既
に
下
永
誉
は
、
呉
其
貞
が
全
て
を
記
録
し
き
れ
ぬ
ほ
ど
多
数
の
書
画
を
擁
し
て
お
り
、
以
後
両
者
の
交
際
は
親
密
の
度
を
深
め
、
同
年
一

二
月
五
日
に
は
蘇
州
に
お
い
て
再
会
（
巻
六
「
宋
人
維
摩
説
法
図
題
賊
｝
本
」
）
、
さ
ら
に
そ
の
三
日
後
に
は
、
十
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
蘇
州
有
数

の
書
画
商
人
、
帰
希
之
の
も
と
を
共
に
訪
問
し
て
い
る
（
巻
六
「
文
墨
可
古
木
図
絹
画
一
幅
」
）
。
呉
其
貞
の
晩
年
に
、
両
者
は
非
常
に
親
し
い
関
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係
に
な
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
彼
の
蒐
集
に
も
一
役
買
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
え
る
。

　
一
方
で
、
さ
き
に
嘉
興
の
事
例
に
も
見
た
よ
う
に
、
江
南
の
各
都
市
に
お
け
る
書
画
骨
董
の
流
通
は
次
第
に
下
火
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で

あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
康
煕
六
年
（
～
六
六
七
）
五
月
＝
二
日
に
呉
其
貞
が
故
郷
の
芸
州
に
帰
省
し
た
際
、

　
　
憶
う
に
余
　
諾
し
漢
南
に
到
れ
ば
、
古
玩
を
観
る
こ
と
山
陰
道
に
登
る
が
如
く
、
慮
接
に
暇
あ
ら
ず
。
今
來
二
日
捜
翻
す
る
も
、
算
置
を
見
る
を
得
た
る

　
　
　
の
み
。
亡
事
な
る
を
知
る
可
し
（
巻
五
「
僧
子
庭
松
石
図
絹
画
～
幅
」
）
。

と
い
う
述
懐
に
も
現
れ
て
い
る
。
こ
の
即
す
で
に
徽
州
に
お
け
る
書
画
の
取
引
は
、
明
末
の
盛
況
に
比
べ
て
著
し
い
凋
落
ぶ
り
を
示
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
江
南
の
他
の
都
市
に
お
い
て
も
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
全
般
的
に
見
ら
れ
た
趨
勢
で
も
あ
っ
た
。

　
一
方
、
北
京
に
お
い
て
は
、
楊
仁
憧
が
述
べ
る
よ
う
に
、
康
煕
年
間
に
宣
武
門
内
の
慈
仁
寺
が
、
そ
し
て
乾
隆
年
間
に
は
瑠
璃
廠
の
骨
董
街

が
、
書
画
取
引
の
中
心
地
と
し
て
浮
上
し
は
じ
め
る
。
さ
ら
に
、
乾
臨
帝
自
ら
に
よ
る
積
極
的
な
蒐
集
活
動
が
開
始
さ
れ
、
高
士
奇
・
梁
清

里
・
宋
攣
・
遍
羅
沢
・
†
永
誉
・
安
岐
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
陸
続
と
し
て
清
の
内
府
に
収
め
ら
れ
て
い
き
、
『
車
回
宝
笈
睡
や
㎎
欽
定
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

清
硯
譜
』
な
ど
に
体
系
づ
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
①
　
前
掲
第
四
章
註
①
二
曲
榿
雲
南
二
三
頁
。
江
南
各
地
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、
蘇
　
　
　
　
②
　
博
申
門
王
鐸
与
活
初
北
方
穴
蔵
家
」
（
『
朶
雲
』
　
一
九
九
一
年
第
一
期
）
。
と
り

　
　
州
を
経
由
し
て
北
京
に
持
ち
去
ら
れ
る
動
き
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
に
も
順
治
｝
六
　
　
　
　
　
わ
け
七
五
頁
の
「
十
六
世
紀
及
十
七
世
紀
前
期
収
蔵
家
籍
貫
図
」
・
門
十
七
世
紀
中

　
　
年
（
～
六
五
九
）
～
二
月
二
〇
日
の
記
事
に
、
宋
拓
の
《
淳
化
閣
帖
》
が
門
巴
に
　
　
　
　
　
期
収
蔵
家
籍
構
図
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
北
入
の
爲
に
箇
去
せ
ら
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
『
香
画
記
軌
無
碍
「
李
伯
時
　

③
前
掲
第
四
章
註
①
楊
仁
榿
著
螢
西
頁
を
参
照
の
こ
と
。

　
　
九
歌
図
大
紙
画
～
巻
」
）
。
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お
　
わ
　
り
　
に

明
昇
平
初
の
前
後
約
一
〇
〇
年
に
わ
た
っ
て
、
書
画
骨
董
の
蒐
集
と
流
通
は
、
江
南
の
諸
都
市
在
住
の
「
畏
間
」
の
コ
レ
ク
タ
ー
た
ち
に
よ

っ
て
、
史
上
空
前
の
活
況
を
呈
し
た
。
清
里
の
前
期
に
は
、
商
入
や
職
人
、
さ
ら
に
は
大
官
名
族
の
使
用
人
に
至
る
ま
で
、
書
画
骨
董
の
世
界



に
お
い
て
従
来
「
無
名
」
の
存
在
で
あ
っ
た
人
々
が
、
諸
名
士
の
問
に
立
ち
混
じ
っ
て
そ
の
力
量
を
存
分
に
発
揮
し
、
彼
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
形
成
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
の
存
在
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
の
中
に
は
、
一
流
の
文
人
と
同
等
に
遇
さ
れ
、
呉
其
迄
の
よ
う
に
質

の
高
い
書
画
録
を
書
き
残
す
ほ
ど
の
人
物
ま
で
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
江
南
の
質
量
の
両
面
に
お
け
る
圧
倒
的
優
位
は
、
康

煕
年
間
を
境
と
し
て
徐
々
に
崩
れ
始
め
、
乾
隆
年
間
に
至
り
、
宮
廷
が
再
び
書
画
骨
董
の
蒐
集
と
鑑
賞
の
中
心
に
返
り
咲
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
南
北
」
の
格
差
は
是
正
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
江
南
の
書
画
骨
董
の
取
引
は
下
火
と
な
っ
て
い
き
、
商
人
た
ち
が
活
躍
す
る
余
地
も
、
以

前
に
比
べ
減
少
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
『
書
画
記
』
に
見
る
墨
守
貞
が
生
き
た
時
代
は
、
書
画
に
携
わ
る
商
人
・
職
人
な
ど
、
こ
の
世
界
に

お
い
て
従
来
一
段
低
く
見
ら
れ
て
い
た
名
も
無
き
人
々
が
、
最
も
脚
光
を
浴
び
、
生
き
生
き
と
活
躍
し
た
時
代
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
非
常
勤
研
究
員
　
京
都
市
左
京

徽州商人と明末清初の芸術市場（井上）
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　　Third，　in　the　eleventh　and　twelfth　centuries，　when　people　attempted　to　argue

for　or　against　customs，　or　prove　their　legitimacy　in　lawsuits，　disputes，　warfare，　or

land－inanagement，　inquiries　and　examinations　were　seldom　the　furst　choice．　ln

court，　the　judgrnents　of　God　and　the　results　of　duels　could　replace　them．　Accords

between　disputants　easily　modified　customs　without　any　consultation　of　the

collective　memory　stock．　Victors　in　war　were　expected　to　decide　on　the　abolition

or　modification　of　customs．　Finally，　in　order　to　maintain　or　revive　customs　land－

managing　monks　often　resorted　to　fortification　of　the　domains　and　demonstrative

practices　on　tlte　domain　instead　of　consulting　the　memories　of　their　peasants．

On　the　Merchants　of　Huizhou　and　the　Airt　Market

du血g　the　Late　Ming　and　the　Early　Qing　Period：

Aii　Analysis　Based　on　Wu　Qizhen’s　Shu－huav’i

by

INOUE　Mitsuyuki

　　Dtmg　the　late　Ming　and　the　early　Qing　period，　collection　and　appreciation　of

paintings，　cadigraphy　and　antiques　reached　unprecedented　levels　of　activity　in　the

history　of　China，　and　simultaneously　commercialization　of　works　art　progressed，

especiaEy　in　the　Jiangnan　region．　Based　on　the　descriptions　of　paintings　and

calligraphy　in　the　Shec－hua－1’i　of　Wu　Qizhen，　this　paper　clarifies　the　activities　of

Huizhou　merchants　who　were　responsible　for　the　circulation　of　objects　of　art

during　the　period　and　aIso　considers　the　trends　in　the　art　market魚Ch血a．

　　Huizhou　was　one　of　the　rnost　importaltt　markets　for　paintings，　cathgraphy　and

amiques　in　the　iate　Ming　period．　Huizkou　merchants　including　Wu　Qizhen　arid　his

fa副y　were　d遇gent血dea㎞g　art　objects　systematica皿y　across　the　Jiangnan

region，　employing　connections　with　those　of　the　sarne　famiiy　name　and　the

employees　commissioned　to　deal　as　a　base　for　their　activities．

　　After　the　early　Qing　period，　Wu　Qizhen　traveled　among　the　main　cities　of　the

Jiangnan　region　and　associated　widely　with　the　collectors　and　merchants　who　lived

in　the　region　and　who　treated　him　as　a・ieaCtir｝g　cormoisseur　of　their　collections　or

as　an　instructor．　Du血g　this　pe痴d，　there　appeared　merchants　and　craf亡smen　with
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special　skills　who　could　associate　on　equal　terms　with　a　man　of　letters，　and　their

status　was　enhanced　at　the　same　time．

　　However，　when　Beijing　began　to　re－surface　as　the　center　of　activities　involving

collection　and　appreciation　of　paintings，　cadigraphy　and　antigues，　the　predominance

of　the　Jiangnan　region　declined　and　the　activities　of　merchants　also　tended　toward

a　close．

　　　　Negotiations　for　Treaty　Revisions　in　the．　Period

　　　　　　of　Minister　for　Foreign　Affairs　Aoki　Shuzo：

The　Planning　Process　and　the　lnternational　Environment

by

OISHI　Kazuo

　　The　decision　of　the　cabinet　meeting　of　December　10，　1889　to　take　corrective

measures　following　Okuma’s　negotiations　for　treaty　revision，　was　to　record　two

conflicting　opinions：　the　first　consisted　of　the　proposal　’of　Kowashi　lnoue，　the　chief

of　the　Legislation　Bureau，　and　Miyoji　lto，　the　chief　secretary　of　the　Privy　Councll，

insisting　on　rejection　of　the　ratiflcation　of　the　new　treaties，　which　had　aiready　been

signed；and　the　second　of　Kaoru　lnoue，血【ster　for　a塑culture孤d　co㎜erce，

and　Shuzo　Aoki，　the　Vice－minister　f（）r　foreign　affa辻s，　which　was　the　main　position

of　the　cabinet，　demanded　modiflcations　in　the　new　treaties．　Anxious　about　the

possibility　of　intervention　by　Germany　or　other　Treaty　Powers　’while　the　Japanese

government　was　weakened　and　in　disunity　and　fearing　that　a　majority　in　the　first

parliament　would　push　the　govemment　to　take　some　dangerous　step　such　as　a

denunciation　of　the　existing　treaties，　the　British　govemment，　on　the　other　hand，

decided　to　abandon　deMands　for　the　apPointment　of　foreigri　adjudicators　and　to

take　preemptive　action　by　submithng　new　counter　proposals．　The　Yamagata

aclministration，　deprived　by　the　English　government　proposals　of　shifting

responsibMty　for　the　delay　of　treaty　revisions　and　unable　to　start　negotiations

itself　out　of　consideration　of　the　advocates　of　equal　treaties，　faced　a　dilemma．　ln

the　end，　Aoki，　the　Minister　of　Foreign　Affairs，　seized　the　initiative　and　started　fuil

negotiadons，　and　the　Yamagata　administration　resigned　at崩e　c正ose　of廿1e鉦st

（560）




